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学長就任のご挨拶
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未来を創る、歴史を繋ぐ
UECコミュニケーションミュージアム別館の開館に寄せて
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は
じ
め
に
：
1
0
0
年
の
伝
統
と
革
新
の
象
徴

国
立
大
学
法
人
電
気
通
信
大
学
は
、
1
9
1
8
年
の

創
立
以
来
、
一
貫
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
営
み
を
支
え
る
技
術
の

発
展
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
大
正
か
ら
令
和
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、
本
学
は
常
に
情
報
の
荒
波

の
最
前
線
に
立
ち
、
技
術
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く
灯

し
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
本
学
が
歩
ん
で
き
た
激
動
の
歴
史
と
、

現
在
進
行
形
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
最
先
端
の
研
究
成

果
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
、

2
0
2
6
年
4
月
、
東
地
区
の
東
35
号
館
に
「
U
E
C

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
別
館
」
を
開
館

し
ま
し
た
。
3
月
24
日
に
は
、
本
学
の
学
長
・
理
事
始

め
、
学
内
外
の
多
数
の
要
人
に
ご
参
列
頂
き
、
盛
大
な

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
館
で
あ
る
東
10
号
館
の
U
E
C
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
1
9
9
8
年
に
「
歴
史
資

料
館
」
と
し
て
発
足
し
、
2
0
0
8
年
に
現
在
の
名
称

へ
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
館
は
、
数
万
点
に
及
ぶ
膨
大
な
歴
史
的

資
料
を
体
系
的
に
保
存
・
公
開
す
る
役
割
を
担
い
、
情

報
通
信
分
野
に
お
い
て
専
門
的
知
見
の
「
深
さ
」
を
訴

求
し
て
き
ま
し
た
。

技
術
の
進
歩
が
加
速
度
的
に
速
ま
り
、
社
会
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
が
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ

ジ
タ
ル
、
さ
ら
に
は
仮
想
空
間
や
A
I
な
ど
へ
と
多
様

化
す
る
中
で
、
よ
り
動
的
で
双
方
向
性
を
持
っ
た
展
示

空
間
を
提
供
す
る
た
め
、
新
た
に
U
E
C
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
別
館
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

今
後
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
全
体
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進

め
、
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
や
中
高
生
、
さ

ら
に
は
異
分
野
の
研
究
者
な
ど
、
興
味
・
関
心
を
持
つ

層
の
「
広
が
り
」
や
国
際
的
な
展
開
を
訴
求
し
、
情
報

通
信
技
術
の
発
展
と
そ
の
未
来
を
示
す
場
を
追
求
し
て

参
り
ま
す
。

本
寄
稿
で
は
、
大
学
の
新
た
な
「
顔
」
と
な
っ
た
こ

の
U
E
C
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
別
館

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
と
展
示
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

1	

別
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
：
過
去
か
ら
未
来
へ
の
架
け
橋

別
館
の
設
計
思
想
の
中
核
に
あ
る
の
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
の
連
続
性
」
で
す
。
人
類
が
初

め
て
電
波
を
捉
え
た
あ
の
日
か
ら
、
量
子
レ
ベ
ル
で
情

報
を
制
御
し
よ
う
と
す
る
今
日
ま
で
、
技
術
は
途
切
れ

る
こ
と
な
く
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
別
館
で
は
、
電
気
通

信
の
黎
明
期
か
ら
現
代
の
高
度
情
報
化
社
会
、
さ
ら
に

特　集

未来を創る、歴史を繋ぐ
UECコミュニケーションミュージアム別館の開館に寄せて

UECコミュニケーションミュージアム館長 博士（工学）

大家万明

UECコミュニケーションミュージアム別館外観
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2026-1

遷
に
基
づ
き
、
7
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【Z
one 0

】
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
：
旅
の
始
ま
り

来
館
者
が
最
初
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
の
エ
リ
ア
で

は
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
るM
arus

（
マ
ー
ル
ス
）

が
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

【Z
one 1

 &

 2
-1

】
電
気
通
信
の
夜
明
け
と
電
通
大

の
始
ま
り

19
世
紀
、
人
類
は
光
速
で
世
界
を
駆
け
巡
る
「
電
波

及
び
電
気
通
信
」
と
い
う
魔
法
を
手
に
入
れ
、
情
報
の

伝
達
速
度
を
物
理
的
な
移
動
速
度
か
ら
初
め
て
解
放
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

は
未
踏
の
未
来
技
術
ま
で
を
一
線
の
系
譜
と
し
て
提
示

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
収
蔵
展
示
」
か
ら
「
動
的
・
企
画
展
示
」
へ

「
本
館
」
が
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
網
羅
的
に
展
示
す
る
「
情
報
機
器
の
展
示
館
」
で
あ

る
の
に
対
し
、「
別
館
」
は
、
市
民
や
学
生
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
を
重
視
す
る
歴
史
情
報
の

発
信
地
」
と
し
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
技
術

を
「
鑑
賞
」
す
る
だ
け
で
な
く
、「
体
感
」
し
「
対
話
」

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

特
に
重
視
し
て
い
る
の
が
、
以
下
の
三
つ
の
柱
で
す
。

シ
ス
テ
ム
展
示
：
個
別
の
部
品
や
装
置
を
点
＝
「
単

体
の
物
」
と
し
て
見
せ
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の
社
会

基
盤
の
中
で
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
り
、

機
能
し
て
い
た
か
を
線
＝
「
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。

動
的
展
示
：
展
示
品
を
「
過
去
の
遺
物
」
と
す
る
こ

と
な
く
、
実
際
に
動
作
す
る
機
器
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
可
能
な
限
り
実
現
し
、
最
新
の
A
R
（
拡
張

現
実
）
技
術
等
も
駆
使
す
る
こ
と
で
、
よ
り
現
実
を
想

起
さ
せ
る
展
示
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

共
創
進
化
展
示
：
こ
れ
は
別
館
の
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な

特
徴
で
す
。
完
成
さ
れ
た
展
示
を
一
方
的
に
提
示
す
る

の
で
は
な
く
、
現
役
の
学
生
、
教
職
員
、
そ
し
て
数
多

く
の
本
学
の
同
窓
生
の
知
恵
と
経
験
を
随
時
取
り
込
み
、

展
示
内
容
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
る
持
続
的
な
仕
組

み
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2	

ゾ
ー
ン
別
展
示
構
成
：
通
信
の
歴
史
を
「
シ
ス
テ

ム
」
で
体
感
す
る

別
館
の
展
示
エ
リ
ア
は
、
技
術
の
系
統
と
歴
史
的
変

日
本
の
通
信
の
原
点
：
ペ
リ
ー
提
督
が
幕
府
に
献
上

し
た
「
モ
ー
ル
ス
電
信
機
」
の
レ
プ
リ
カ
や
、
明
治
維

新
後
の
近
代
化
を
支
え
た
「
ブ
レ
ゲ
指
字
電
信
機
」
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
近
代
化
が
い
か

に
「
通
信
の
整
備
」
と
不
可
分
で
あ
っ
た
か
を
物
語
り

ま
す
。

無
線
電
信
講
習
所
の
創
立
：
本
学
の
ル
ー
ツ
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
1
9
1
2
年
の
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
号
沈
没
事
故
で
す
。
こ
の
悲
劇
と
、
無
線
電
信
が
人

命
救
助
に
不
可
欠
で
あ
る
と
の
国
際
的
な
意
識
の
高
ま

り
を
受
け
、
日
本
で
も
国
際
的
な
無
線
通
信
士
の
養
成

を
目
指
し
、
1
9
1
8
年
に
本
学
の
前
身
で
あ
る
「
無

線
電
信
講
習
所
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
説
明
ビ
デ
オ
で

は
、
本
学
誕
生
の
背
景
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【Z
one 2

-2

】
船
舶
通
信
シ
ス
テ
ム
：
海
上
の
孤
独
を

繋
ぐ別

館
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
つ
が
、
か
つ
て
の
花
形
職

種
で
あ
っ
た
船
舶
通
信
の
再
現
展
示
で
す
。

「
船
舶
通
信
無
線
通
信
室
」
の
再
現
：
太
平
洋
の
白

鳥
と
謳
わ
れ
た
伝
説
的
な
練
習
帆
船
「
日
本
丸
」。
そ

の
心
臓
部
と
も
言
え
る
無
線
室
（
1
9
7
0
年
〜
80
年

頃
の
姿
）
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
無
線
通
信
機
を
含

め
、
か
つ
て
の
標
準
的
な
船
舶
通
信
室
の
設
備
を
復
元

し
ま
し
た
。
数
畳
の
狭
い
空
間
に
配
置
さ
れ
た
真
空
管

式
の
送
信
機
や
電
鍵
、
そ
し
て
壁
に
貼
ら
れ
た
通
信
表

は
、
大
海
原
で
一
筋
の
電
波
を
頼
り
に
陸
と
の
繋
が
り

を
維
持
し
続
け
た
通
信
士
た
ち
の
緊
張
感
と
誇
り
を
蘇

ら
せ
ま
す
。

【Z
one 3

】
電
話
と
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
進
化
：

繋
が
る
喜
び

特
定
の
「
点
と
点
」
を
結
ぶ
通
信
か
ら
、
誰
も
が
ど

Zone1 & 2-1 電気通信の夜明けと電通大の始まり
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無
線
家
が
短
波
通
信
を
開
拓
し
た
の
は
有
名
な
事
実
で

す
。ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
の
聖
地
：
本
学
の
学
生
や
同
窓
生

に
多
く
の
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
を
持
つ
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
。

別
館
で
は
、
実
際
に
運
用
可
能
な
操
作
卓
を
設
置
し
、

世
界
と
繋
が
る
「
生
き
た
技
術
」
と
し
て
、
実
際
に
電

波
を
受
信
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

【Z
one 5

】
電
通
大
の
研
究
成
果
：
現
在
か
ら
未
来
へ

こ
の
ゾ
ー
ン
は
、
別
館
の
中
で
最
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
変
化
し
、
常
に
「
現
在
進
行
形
」
を
提
示
す
る
エ
リ

ア
で
す
。
本
学
が
世
界
に
誇
る
研
究
の
成
果
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

科
学
の
深
淵
を
覗
く
「
化
学
遺
産
」
と
「
天
文
遺

産
」本

学
の
研
究
は
、
通
信
の
枠
を
超
え
、
物
質
の
根
源

や
宇
宙
の
謎
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
と
し

て
、
二
つ
の
歴
史
的
な
装
置
と
説
明
ビ
デ
オ
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、「
核
磁
気
共
鳴
（
N
M
R
）
分
光
用
磁

気
コ
イ
ル
」
で
す
。
N
M
R
技
術
は
、
1
9
4
0
年
代

後
半
か
ら
1
9
5
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
国
際
的
な

研
究
者
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で
は
、

1
9
4
9
年
に
着
任
し
た
藤
原
鎮
男
教
授
が
、
こ
の

N
M
R
分
光
に
必
要
な
磁
場
を
生
成
す
る
た
め
、
磁
場

強
度
9
0
0
0
ガ
ウ
ス
に
達
す
る
磁
石
を
手
作
り
し
、

当
時
の
世
界
最
先
端
で
あ
る
6
ケ
タ
の
高
い
精
度
で
銅

の
核
磁
気
能
率
値
を
報
告
す
る
な
ど
、
数
多
く
の
核
磁

気
能
率
を
測
定
し
ま
し
た
。
こ
の
電
磁
石
は
、

2
0
1
9
年
に
日
本
化
学
会
に
よ
っ
て
「
化
学
遺
産
第

0
4
8
号
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、「
星
間
塵
合
成
実
験
装
置
」
で
す
。

こ
に
い
て
も
繋
が
れ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
劇
的

な
進
化
を
辿
り
ま
す
。

音
声
・
デ
ー
タ
通
信
の
軌
跡
：
手
動
交
換
機
か
ら
ク

ロ
ス
バ
交
換
機
、
そ
し
て
黒
電
話
か
ら
押
し
ボ
タ
ン
式

電
話
機
に
至
る
ま
で
、
デ
バ
イ
ス
の
変
遷
を
実
機
と
ビ

デ
オ
説
明
を
利
用
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
は
不
可
欠
な
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
L
A
N
）
や
ワ
イ
ド
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
W
A
N
）
の
機
器
に
つ
い
て
も
、
寄
贈
品
を
ベ
ー
ス

に
し
た
シ
ス
テ
ム
展
示
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
劇
的
な
変
化
を
、
貴
重
な
実
機
と
と
も
に

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

【Z
one 4

】
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
歴
史

プ
ロ
の
通
信
技
術
が
発
達
す
る
前
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア

こ
の
装
置
は
、
終
末
期
の
恒
星
の
質
量
放
出
に
お
け
る

固
体
塵
粒
子
の
合
成
を
、
マ
イ
ク
ロ
波
放
電
に
よ
る
プ

ラ
ズ
マ
を
用
い
て
再
現
す
る
画
期
的
な
も
の
で
す
。
坂

田
昭
氏
ら
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
波
導
波
管
の
製
作
か

ら
枠
組
み
の
溶
接
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
手
作
業
で
組

み
上
げ
ら
れ
た
世
界
に
一
台
し
か
な
い
貴
重
な
装
置
で

あ
り
、
2
0
2
4
年
に
日
本
天
文
学
会
に
よ
っ
て
「
日

本
天
文
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【Z
one 6

 &

 7

】
実
体
験
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

知
識
を
体
験
に
変
え
、
感
性
を
刺
激
す
る
空
間
で
す
。

モ
ー
ル
ス
符
号
の
打
鍵
体
験
や
、
今
の
子
供
た
ち
の
世

代
で
は
見
る
機
会
の
な
い
黒
電
話
の
操
作
、
パ
ケ
ッ
ト

通
信
の
可
視
化
体
験
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
で
は
、
菅
平
宇
宙
電
波
観
測

所
な
ど
の
遠
隔
拠
点
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
を
投

影
し
、
地
球
規
模
で
の
「
今
」
を
体
感
で
き
る
空
間
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

3	

デ
ジ
タ
ル
と
リ
ア
ル
の
融
合
：
共
創
進
化
す
る
展

示
手
法

物
理
的
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
そ
の

物
理
的
限
界
を
突
破
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

多
言
語
・
多
機
能
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
導
入

各
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
高
精
細
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

が
設
置
さ
れ
、
日
本
語
と
英
語
で
説
明
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
か
ら
技
術
に
造
詣
の
深
い
方
、
更
に
海

外
か
ら
の
来
訪
者
ま
で
、
来
館
者
の
知
識
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
た
多
層
的
な
情
報
提
供
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

Zone2-2 船舶通信無線通信室
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リ
ア
で
培
わ
れ
た
貴
重
な
知
見
を
、
後
輩
や
地
域
の

方
々
に
伝
え
る
場
と
し
て
、
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
大
学
と
同
窓
生
や
地
域
の
方
々
が
共
に
学
び
、
共

に
教
え
、
常
に
社
会
に
開
か
れ
、
人
々
の
好
奇
心
を
刺

激
す
る
場
所
で
あ
り
続
け
る
こ
と
。
そ
れ
が
本
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
託
さ
れ
た
大
き
な
使
命
で
す
。

お
わ
り
に
：
新
た
な
「
知
の
交
流
」
へ
の
招
待

本
学
の
新
た
な
「
顔
」
と
し
て
誕
生
し
た
別
館
は
、

皆
様
を
お
迎
え
す
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
ご
自
身
の
歩
ん
で
き

た
道
の
り
を
確
認
し
、
母
校
の
絶
え
間
な
い
進
化
に
誇

り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
、
地
域
の
皆
様
に

と
っ
て
は
科
学
技
術
が
作
る
明
る
い
未
来
に
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
、
そ
し
て
現
役
学
生
に
は
、

偉
大
な
先
人
た
ち
の
肩
の
上
に
立
っ
て
、
よ
り
遠
く
の

景
色
を
見
渡
す
た
め
の
足
が
か
り
に
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
6
年
4
月
よ
り
、
坂
本
真
樹
教
授
（
広
報
担

当
副
学
長
）
か
ら
大
家
万
明
（
学
長
特
別
補
佐
）
に
館

長
を
引
継
ぎ
、
別
館
の
更
な
る
拡
大
と
と
も
に
、
本
館

の
本
格
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し
ま
す
。
本
館
で

は
、
展
示
エ
リ
ア
の
見
直
し
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
利

用
し
た
分
か
り
易
い
説
明
や
、
英
語
を
使
っ
た
国
際
展

開
を
目
指
し
、
来
訪
者
へ
の
更
な
る
理
解
度
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の
「
知
の
交
流
拠
点
」

へ
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

A
R
（
拡
張
現
実
）
に
よ
る
技
術
の
可
視
化

現
役
学
生
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
開
発
さ
れ

た
A
R
解
説
動
画
は
、
別
館
の
大
き
な
目
玉
の
一
つ
で

す
。
本
学
の
学
生
が
通
信
技
術
や
歴
史
を
調
べ
て
開
発

し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
画
像
や
体
験
型
コ
ン
テ
ン

ツ
な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
の
教
育
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
来
館
者
に
と
っ
て
は
技
術
の
「
躍
動
」
を
感
じ
る

場
と
な
り
ま
す
。

4	

地
域
と
社
会
に
開
か
れ
た
拠
点
と
し
て

別
館
は
、
大
学
が
持
つ
膨
大
な
「
知
」
を
地
域
社
会

へ
還
元
し
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
科
学
の
魅
力

を
伝
え
る
「
教
育
の
最
前
線
」
で
も
あ
り
ま
す
。
調
布

市
や
学
外
の
団
体
な
ど
と
協
力
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

や
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ご
寄
附
へ
の
感
謝

本
学
の
同
窓
生
が
多
く
在
籍
し
て
い
た
船
舶
通
信
士

労
働
組
合
か
ら
の
多
大
な
る
ご
寄
附
を
元
に
、
別
館
の

整
備
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
船
舶
通
信
と
い

う
、
本
学
の
根
幹
を
支
え
て
き
た
分
野
の
方
々
か
ら
の

熱
い
想
い
が
、
こ
の
施
設
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
基
金
へ
の
ご
寄
附
も
含
め
て
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
本
館
及
び
収
蔵
庫
の
整
備
等
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

学
術
調
査
員
制
度
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

本
施
設
で
は
同
窓
生
の
皆
様
や
学
外
の
専
門
家
を

「
学
術
調
査
員
」
と
し
て
お
迎
え
す
る
制
度
を
導
入
し
、

昨
年
度
か
ら
10
名
あ
ま
り
の
新
し
い
調
査
員
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。
展
示
品
の
修
復
、
技
術
解
説
の
作
成
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
な
ど
、
皆
様
が
長
年
の
キ
ャ

施設概要（2026年4月現在）

名称：UECコミュニケーションミュージアム（別館）
場所：東地区東35号館（青い看板が目印）
主な設備：システム展示エリア、AR体験コーナー、リラクゼー
ションスペース
開館日：火曜日～金曜日　（祝日、本学一斉休業期間等は閉館）
開館時間：10時30分～16時00分� （12時00分～13時00
分は昼休み）
	（週末及び昼休みの開館について検討しています）
団体予約：ホームページ等から予約
入館料：無料

ご寄附によるご支援を歓迎いたします。

館長引継ぎ。左側が筆者

https://www.uec.ac.jp/kikin/archives/fund/communication
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昨
年
度
の
目
黒
会
活
動
は
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
2
0
2
5
年
度
の
決
算
報
告
で
は
か
ろ
う
じ

て
黒
字
を
確
保
し
た
も
の
の
、
就
職
活
動
の
早
期
化
が

進
む
中
で
就
職
支
援
事
業
に
お
け
る
3
月
の
出
展
参
加

企
業
数
の
減
少
や
大
手
人
気
企
業
の
参
加
見
合
わ
せ
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ほ
ぼ
一
定
の
会
費
収

入
に
対
し
て
就
職
支
援
事
業
の
減
収
が
大
き
く
な
り
、

収
益
構
造
の
弱
さ
が
露
呈
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
本
来
の
会
費
収
入
に
よ
る
基
盤
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
始
め
、
2
0
2
6
年
度
の
予
算
案
で
は
赤
字
計
上

せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
収

入
面
だ
け
で
な
く
、
近
年
の
物
価
高
、
人
件
費
高
に
よ

る
大
幅
な
経
費
増
大
も
要
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
来
る

べ
く
次
世
代
の
目
黒
会
に
向
け
て
財
務
体
質
の
強
化
が

必
須
で
あ
り
ま
す
。
2
0
2
6
年
と
2
0
2
7
年
の
2

か
年
計
画
で
以
下
の
対
策
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（1） 

理
事
改
選

2
0
2
6
年
は
理
事
改
選
の
年
度
で
あ
り
ま
す
。
今

年
度
は
重
要
な
施
策
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

目
黒
会
2
0
2
6
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人 

目
黒
会 

会
長
　
森
　
淳

  
会
長
挨
拶

対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
会
で
は
経
験
を
重

視
し
て
2
0
2
5
年
度
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
直
後
の
臨
時
理
事
会
に

お
い
て
2
0
2
6
年
度
か
ら
の
役
員
の
選
任
と
各
委
員

会
委
員
長
を
選
任
い
た
し
ま
し
た
（
P
12
）。

（2） 

会
費
の
改
定

40
年
間
据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
3
、
0
0
0
円

の
年
会
費
を
2
0
2
7
年
4
月
1
日
よ
り
4
、
0
0
0

円
に
改
定
す
る
こ
と
が
総
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
。2
0
2
6
年
は
現
行
会
費
の
最
終
年
度
、2
0
2
7

年
は
新
会
費
の
初
年
度
と
な
り
、
こ
の
2
年
間
は
次
世

代
に
向
け
た
移
行
期
と
し
て
極
め
て
重
要
な
時
期
と
な

り
ま
す
。

（3） 

赤
字
幅
の
縮
小

2
0
2
6
年
度
予
算
案
は
赤
字
予
算
と
な
り
ま
す

が
、
2
0
2
5
年
度
の
実
績
を
優
先
し
た
上
で
、
で
き

る
限
り
経
費
の
削
減
と
収
益
の
増
加
を
図
り
赤
字
幅
を

縮
小
す
る
運
営
を
い
た
し
ま
す
。
経
費
に
つ
い
て
は
出

張
旅
費
の
減
少
、
収
益
に
つ
い
て
は
学
生
保
護
者
様
へ

の
P
R
活
動
強
化
に
よ
る
賛
助
会
費
収
入
の
増
加
な
ど

に
注
力
い
た
し
ま
す
。

（4） 

同
窓
会
サ
ー
ビ
ス

ご
高
齢
の
会
員
も
増
え
て
お
り
、
人
生
1
0
0
年
時

代
を
迎
え
る
中
で
、
会
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
交
流
で

き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
目
黒
会
の
重
要
な
使
命

と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
参
加
し
た
く
な
る
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
」
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
や
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び組

織
と
し
て
の
継
続
性
と
活
力
の
維
持
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
若
返
り
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
つ
つ
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
り
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の

「
仲
間
へ
の
思
い
」
と
「
結
び
」
を
大
切
に
し
た
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委員会名 委員長

規則委員会 古川　浩規

財務委員会 水戸　和幸

就職委員会 西山太一郎

会員サービス委員会 帯金　幹夫

国内支部委員会 中村　憲一

海外支部委員会 古川　浩規

グループ委員会 鷲頭　浩一

広報委員会 高橋　真之

学術講演委員会 上田　敏樹

社会貢献委員会 水戸　和幸

2026年度　新体制表　（委員会）
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新理事紹介

日産自動車では主に騒音振動性能開発を担当後、
ルノーから来日した経営陣の下で新型セダンの
ティアナや商用車のキャラバンなどの商品企画責
任者を経験しました。その後、目黒会にて学生の
就職相談や企業説明会の企画運営などを担い現在
に至っております。毎年、機械工学科やゴルフ部
の仲間と親交を温めております。この度、新任理
事として目黒会の活動に少しでも貢献できればと
思っております。よろしくお願いいたします。

西山太一郎 氏
●プロフィール
1973年機械工学科入学　
1977年機械工学専攻入学
1979年日産自動車（株）入社
2005年日産車体（株）転籍
現在、目黒会事務局就職支援担当

2026年度活動方針の具体的展開

1	 大学と同窓会の連携強化（定期連絡会の継続）
ホームカミングデーを7月19日（日）に開催（オープンキャンパスと同日）

・昼食の無料お弁当サービス
・グループ会の活動紹介交流会を昼食時に開催
・ウエルカムパーティーで「支部自慢地酒コンテスト」を開催

2	 卒業同窓生へのサービス拡充
会員サービスメニューの拡充

・シニア向け新サービスの企画
・若手会員向けサービスのPR強化

3	 在学生へのサービス拡充
（1）3月開催の企業研究展示会の参加企業数を増加
（2）就職活動早期化の支援対策を強化

・業界研究会の開催回数を増加（5月、9月に開催）
（3）学生正会員に対する国際学会参加費の支援継続
（4）学生サークル活動支援を強化
4	 同窓会ラウンジサイトの企画強化
（1）写真ギャラリーのテーマ別企画を継続

・ご当地桜、花火大会、秋の紅葉、冬のイルミネーション、私の好きなシリーズ（世界遺産など）
（2）お役立ち情報の投稿掲載数の増加
5	 スマートテクノロジーフォーラム開催推進

テーマ：量子コンピュータが切り拓く次世代イノベーション ─基礎から社会実装への動向─
日　時：2026年10月2日（金）14:00 ～ 17:40
場　所：創立80周年記念会館3階
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こ
の
た
び
、
2
0
2
6
年
4
月
よ
り
電
気
通
信
大
学

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
村
松
正
和
で
す
。
目
黒
会
の

皆
様
を
は
じ
め
、
日
頃
よ
り
本
学
を
支
え
、
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
卒
業
生
の
皆
様
に
、
ま
ず
は
心
よ
り

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
築
か
れ
て

き
た
本
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
の
姿
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
　
時
代
の
転
換
点
に
立
っ
て

生
成
A
I
の
登
場
に
よ
り
、
社
会
は
大
き
な
転
換
点

を
迎
え
て
い
ま
す
。
知
識
や
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
自
体
の
ハ
ー
ド
ル
は
急
速
に
下
が
り
、「
知
っ
て
い

る
こ
と
」
そ
の
も
の
よ
り
も
、「
何
を
考
え
る
か
」「
ど

う
判
断
す
る
か
」
さ
ら
に
は
「
ど
の
よ
う
に
新
し
い
価

値
を
生
み
出
す
か
」
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
問
わ
れ
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
A
I
は
産
業
、
研
究
、
教
育
、

日
常
生
活
に
ま
で
深
く
浸
透
し
始
め
て
お
り
、
社
会
の

仕
組
み
そ
の
も
の
を
静
か
に
、
し
か
し
確
実
に
変
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
日
本
社
会
で
は
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

18
歳
人
口
は
1
9
6
6
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て

お
り
、
2
0
4
0
年
の
大
学
進
学
者
数
は
約
46
万
人
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
大

学
定
員
規
模
の
お
よ
そ
7
割
に
あ
た
る
数
字
で
あ
り
、

国
立
大
学
に
も
縮
小
や
効
率
化
の
圧
力
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。

電
気
通
信
大
学
は
、
こ
れ
ら
の
流
れ
に
受
け
身
で
対

応
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
強
み
を
明
確
に
し
、
進

化
を
続
け
る
こ
と
で
、
社
会
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を

示
す
大
学
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
情
報
理
工
系
の

確
か
な
基
盤
の
上
に
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
研
究
の
か
た
ち
を
示
し
、
縮
小
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、

む
し
ろ
存
在
感
を
高
め
る
大
学
を
目
指
し
ま
す
。

2
　
電
気
通
信
大
学
の
強
み
と
挑
戦

本
学
の
大
き
な
特
徴
は
、
情
報
・
通
信
を
中
核
に
、

機
械
、
量
子
、
材
料
、
光
、
経
営
工
学
な
ど
、
情
報
理

工
系
の
多
様
な
領
域
が
高
密
度
に
集
積
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
半
径
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

中
に
、
分
野
の
異
な
る
研
究
者
や
学
生
が
集
い
、
学
び
、

議
論
し
、
新
た
な
発
想
を
生
み
出
す
環
境
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
近
さ
、
密
度
の
高
さ
は
、
本
学
な
ら
で
は
の
大
き

電気通信大学長

村松 正和

学長就任のご挨拶

変化の時代に、
電気通信大学の強みを
未来へつなぐ

図1 半径300m以内に多様な教育研究分野をもつ電気通信大学
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な
価
値
で
あ
り
、
分
野
を
超
え
た
学
び
や
研
究
を
生
み

出
す
土
壌
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
密
度
の
高
さ
」
を
背
景
に
、
本
学
の
教
育
に

お
い
て
は
、
専
門
を
徹
底
的
に
深
め
る
こ
と
に
加
え
、

工
房
教
育
や
副
専
攻
な
ど
を
通
じ
て
、
学
生
が
専
門
以

外
の
領
域
に
も
関
心
を
広
げ
、
自
ら
挑
戦
で
き
る
機
会

を
整
え
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
6
年
1
月
に
は
「
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
造
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち

上
げ
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
学
び
の
場

を
広
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は

ゲ
ー
ム
開
発
人
材
育
成
の
た
め
の
副
専
攻
立
ち
上
げ
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
横
断
的
な

教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
学
生
が
自
ら
専
門
の
境
界

を
越
え
て
い
く
こ
と
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
必
要
な
の
は
、
知
識
を
受
け
取
る
だ
け

の
人
材
で
は
な
く
、
異
な
る
知
を
結
び
つ
け
、
新
し
い

価
値
を
構
想
し
、
社
会
に
提
示
で
き
る
人
材
で
す
。
電

気
通
信
大
学
は
、
そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
大
学
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

本
学
の
研
究
の
強
み
は
、
通
信
の
歴
史
に
根
ざ
し
た

伝
統
の
上
に
、
光
・
レ
ー
ザ
ー
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
A
I
、
量
子
な
ど
の
先
端
領
域

を
切
り
拓
い
て
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
無
線
通
信
の

時
代
か
ら
社
会
を
支
え
て
き
た
本
学
は
、
い
ま
も
情
報

通
信
分
野
を
は
じ
め
、
幅
広
い
情
報
理
工
系
分
野
で
先

端
的
な
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
実
際
、
本
学
は
情
報

通
信
分
野
の
論
文
数
で
日
本
の
大
学
の
中
で
際
立
っ
た

実
績
を
有
し
て
お
り
、
本
学
の
研
究
力
を
示
す
一
つ
の

指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
論
文
と
し
て
成
果

を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
社
会
と
の
接
点
の

中
で
育
て
直
し
、
新
た
な
価
値
へ
と
結
び
つ
け
て
い
く

点
も
本
学
の
特
徴
で
す
。
た
と
え
ば
、
離
島
向
け
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
実
証
、
調
布
ご
み
ナ
ビ
の
試
験

運
用
な
ど
、
地
域
や
企
業
と
連
携
し
た
取
組
が
着
実
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
学
内
外
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
共
創
拠
点
と
し
て
整
備
し
たe-N

exus

棟
も
、

そ
う
し
た
動
き
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
す
。
研
究
を

大
学
の
中
に
閉
じ
ず
、
社
会
と
往
還
さ
せ
な
が
ら
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
本
学
ら
し
い
研
究
の
姿
の
一
つ

で
す
。

3
　
卒
業
生
と
と
も
に
歩
む
大
学
へ

そ
う
し
た
大
学
の
歩
み
を
支
え
て
き
た
の
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
卒
業
生
の
皆
様
で
す
。
1
9
1
8
年
の
創

設
以
来
、
本
学
は
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
教
育
研
究
の

領
域
を
広
げ
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
社
会
に
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
、
卒
業
生
の
皆
様
お
一

人
お
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
積
み
重
ね
て
こ

ら
れ
た
挑
戦
と
実
績
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
大
学
の
名
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
だ
け
で
育

つ
の
で
は
な
く
、
社
会
の
現
場
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に

よ
っ
て
磨
か
れ
て
い
く
の
だ
と
、
私
は
あ
ら
た
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
本
学
は
、
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
船
舶
通

信
士
を
輩
出
し
、
我
が
国
の
通
信
の
発
展
を
支
え
て
き

た
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
卒
業
生
の
皆
様

と
の
深
い
つ
な
が
り
は
、
今
な
お
本
学
の
大
切
な
財
産

で
す
。
今
年
開
館
し
た
「
U
E
C
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
別
館
」
も
、
そ
う
し
た
歴
史
の
延
長

線
上
に
あ
り
ま
す
。
船
舶
通
信
士
の
方
々
の
組
合
か
ら

の
ご
寄
付
を
基
に
整
備
さ
れ
た
こ
の
別
館
は
、
本
学
の

歩
み
と
、
そ
れ
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
卒
業
生
の
歴
史
を
、

次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
象
徴
的
な
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
卒
業
生
と
の
関
係
も
ま
た
、

新
し
い
段
階
に
入
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
同
窓
会
は
こ
れ
ま
で
も
大
学
と
卒
業
生
を
結
ぶ

大
切
な
基
盤
で
し
た
。
し
か
し
今
後
は
、
そ
れ
に
加
え

て
、
知
見
、
経
験
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
卒
業
生
の

皆
様
と
大
学
と
が
、
よ
り
立
体
的
に
結
び
つ
き
、
と
も

に
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
関
係
が
い
っ
そ
う
重
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
先
輩
方
の
姿
そ

の
も
の
が
将
来
を
考
え
る
上
で
の
大
き
な
道
し
る
べ
に

な
り
ま
す
。
大
学
に
と
っ
て
も
、
社
会
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
卒
業
生
と
の
対
話
は
、
教
育
研
究
を
時
代
に
即

し
て
進
化
さ
せ
る
上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

4
　
未
来
に
向
け
て

大
学
は
、
学
生
、
教
職
員
、
そ
し
て
卒
業
生
の
皆
様

に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と

り
わ
け
A
I
時
代
に
お
い
て
は
、
大
学
が
社
会
と
ど
う

つ
な
が
り
、
ど
の
よ
う
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
か

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

歩
み
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
卒
業
生

の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
電
気
通
信

大
学
と
い
う
共
通
の
原
点
を
持
つ
者
ど
う
し
が
、
こ
れ

か
ら
も
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
次
の
世
代
の
学
び

と
挑
戦
を
後
押
し
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
関
係
を
大
切

に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
学

へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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こ
の
た
び
2
0
2
6
年
3
月
を
も
ち
ま
し
て
、
学
長

の
任
期
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
に
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
様
、
学
生

の
皆
様
、
同
窓
生
の
皆
様
、
そ
し
て
本
学
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

学
長
と
い
う
重
責
を
担
っ
た
こ
の
年
月
は
、
決
し
て

平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
就
任
初
日
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、

教
育
、
研
究
、
学
生
生
活
、
大
学
運
営
の
す
べ
て
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
厳
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
現
場
で
知
恵
を
出
し
、
粘
り
強
く
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
構
成
員
の
皆
様
の
お
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

任
期
の
6
年
間
、
数
か
月
に
一
度
、
全
教
職
員
を
対

象
に
計
26
回
の
学
長
ト
ー
ク
を
開
催
し
、
大
学
運
営
の

方
針
や
課
題
に
つ
い
て
率
直
に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、

前 電気通信大学長

田野 俊一

学長退任ご挨拶

─退職に当たって─

意
見
交
換
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
第
1
回
か
ら
第
26
回

ま
で
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
対
応
、
教
育
改
革
、
研

究
力
強
化
、
財
政
、
施
設
整
備
、
国
際
化
、
そ
し
て
次

世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
ま
で
、
大
学
と
し
て
向
き
合

う
べ
き
課
題
を
、
そ
の
時
々
に
皆
様
と
共
有
し
な
が
ら

進
ん
で
き
た
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
大
変
印
象
深
い
歩

み
で
し
た
。

私
が
学
長
と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
の
は
、
本
学
の

強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
分
野
を
越
え
て
人
が
つ
な
が

り
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
大
学
で
あ
り
続
け
る
こ

と
で
し
た
。
情
報
、
通
信
、
工
学
、
理
学
を
核
と
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
閉
じ
た
専
門
領
域
に
と
ど
め
ず
、

教
育
、
研
究
、
社
会
実
装
へ
と
広
げ
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
学
内
の
連
携
、
外
部
と
の
共
創
、
国
際
的
な
展

開
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
学
長
ト
ー
ク
で
も
、

U
E
C
ビ
ジ
ョ
ン
、
共
創
進
化
ス
マ
ー
ト
社
会
、

D
.C.&

I.

戦
略
、
入
試
改
革
、
教
育
D
X
、
キ
ャ
ン
パ

ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン

プ
施
設
整
備
、
博
士
人
材
育
成
、
日
本
版Industrial 

PhD
、
国
際
連
携
強
化
な
ど
を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
本
学
が
次
の
時
代

に
向
け
て
進
む
た
め
の
布
石
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
の
A
I
の
急
速
な
発
展
は
、
社
会
や

産
業
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

I
C
T
を
基
盤
と
す
る
本
学
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
大
き

な
追
い
風
で
あ
る
と
同
時
に
、
果
た
す
べ
き
役
割
の
拡

大
で
も
あ
り
ま
す
。
本
学
に
は
、
A
I
そ
の
も
の
を
支

え
る
情
報
、
通
信
、
数
理
、
工
学
の
蓄
積
が
あ
り
、
こ

れ
を
生
か
し
て
、
A
I
を
大
胆
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

教
育
、
研
究
、
さ
ら
に
は
社
会
実
装
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
大
学
運
営
に
は
、
思
い
通
り
に
進
ま

な
い
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
予
算
の
制
約
、
制

度
改
革
の
難
し
さ
、
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
、
時
に
は

不
測
の
出
来
事
に
も
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
私
は
、
そ
う
し
た
局
面
に
直
面
す
る

た
び
に
、
自
分
な
り
に
一
つ
の
言
葉
を
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
何
で
も
楽
し
め
」
で
す
。

困
難
な
課
題
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
耐
え
る
の
で
は
な
く
、

そ
こ
に
学
び
や
可
能
性
を
見
い
だ
し
、
前
向
き
に
取
り

組
も
う
と
い
う
姿
勢
は
学
長
と
し
て
の
大
学
運
営
に
お

い
て
も
、
研
究
者
と
し
て
の
歩
み
に
お
い
て
も
、
私
自

身
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

本
学
は
、
た
い
へ
ん
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
大
学
で

す
。
規
模
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
ら
こ
そ
機
動
力
が
あ
り
、

教
育
と
研
究
の
距
離
が
近
く
、
意
欲
あ
る
学
生
や
教
職

員
が
集
ま
り
、
社
会
と
の
接
点
を
つ
く
り
や
す
い
。
そ

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
本
学
ら
し
い

進
化
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
博
士
人
材
育
成
、
国
際
化
、
研
究
の
社
会
実

装
、
教
育
改
革
、
A
I
の
大
胆
な
活
用
、
そ
し
て
魅
力

あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
は
ず
で
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
、
学
長
と
い
う
立
場
を
離
れ
ま
す
。

し
か
し
、
電
気
通
信
大
学
へ
の
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
学
長
顧
問
と
し
て
少
し
距
離
を
置
い
た
と
こ
ろ

か
ら
本
学
の
新
た
な
歩
み
を
見
守
る
と
と
も
に
、
5
年

間
に
わ
た
り
推
進
し
て
き
た
「
共
創
進
化
ス
マ
ー
ト
社

会
実
現
推
進
」
と
、
新
た
に
着
手
し
た
「
日
本
版

Industrial PhD

推
進
」
と
い
う
、
い
ず
れ
も
日
本
の

社
会
の
あ
り
方
や
変
革
に
つ
な
が
る
二
つ
の
挑
戦
を
担

う
機
構
長
と
し
て
、
引
き
続
き
本
学
の
発
展
と
社
会
へ

の
貢
献
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

電
気
通
信
大
学
を
温
か
く
見
守
り
、
折
に
触
れ
て
ご
支

援
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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北海道支部
日時：2026 年 9 月 26 日（土）16:00 ～
場所：札幌市（詳細未定）
特別講演：未定
懇親会：総会会場近くの飲食店等
オプショナルツアー：未定

東北総支部
日時：2026 年 6 月 20 日（土）
場所：宮城県本吉郡南三陸町黒崎 99-17　南三陸ホテル観洋
　　　URL：https://www.mkanyo.jp/
特別講演：実施予定
懇親会：南三陸ホテル観洋 懇親会場で実施
オプショナルツアー：東日本大震災語り部バス

北陸支部
日時：2026 年 10 月 17 日（土）
場所：石川県内
特別講演：未定
懇親会：未定
オプショナルツアー：検討中

首都圏総支部
日時：2026 年 9 月 12 日（土）14:00 ～ 19:00　設立 20 周年記念総会
場所：100 周年記念ホール ( オンライン併用 )
14:00 ～	 開会、首都圏総支部総会、ご来賓挨拶
15:10 ～	 記念講演：「第 66 次南極地域観測隊に参加してみて」
	 講師：浜路 雅美様（2003 年電子工学科入学）
16:30 ～	 懇親会：大学会館３階ハルモニアにて　特別企画お楽しみに！

長野支部
日時：2026 年 7 月 4 日（土）15:30 ～ 20:00
場所：長野県松本市 ホテルモンターニュ松本　URL: https://www.hotel-montagne.com/
特別講演：	「目視検査と天空のラボ」
	 講師：石井 明様（香川大学名誉教授）
懇親会：18:00 ～ 20:00 総会及び講演後、同一ホテル会場にて開催
アクセス：JR 松本駅西口より徒歩 1 分
オプショナルツアー：松本駅周辺で検討中

支部総会では、来賓挨拶（電気通信大学長、目黒会長）、前年度活動報告・会計報告、今年度活動計画・予算案、
役員改選などが行われます。各支部の総会の予定は下記のとおりです。
なお、支部総会に参加ご希望の方は同封のはがきにてお申込みください。

2026年度 支部総会のご案内

https://megurokai.jp/home2/hokkaido/
https://megurokai.jp/home2/tohoku/
https://megurokai.jp/home2/hokuriku/
https://megurokai.jp/home2/metro/
https://megurokai.jp/home2/nagano/
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東海支部
日時：2026 年 11 月 14 日（土）
場所：名古屋市（予定）
特別講演：未定
懇親会：総会会場近くの飲食店を選定予定

関西総支部
日時：2026 年 6 月 6 日（土）16:00 ～ 20:00
場所：JR 新大阪駅東口前　エブリグランデ新大阪（大城ビル 201 号）
特別講演：	「これからの Display への期待」

講師：野々村 欽造様（目黒会元会長）
懇親会：18:00 ～海鮮処さくら水産（予定）会費 5,000 円

中国地方支部
日時：2026 年 6 月 27 日（土）14:30 〜
場所：	広島駅前 エールエールＡ館会議室（オンライン併用）

URL：https://www.rccbc.co.jp/kaigi/yaleyale/
特別講演：	「命名とキャッチコピーによるイメージ戦略」

講師：梶谷 誠様（電気通信大学 元学長）
懇親会：17:00 〜総会会場近隣

四国支部
日時：2026 年 9 月 5 日（土）14:30 ～
場所：高知会館

〒 780-0870 高知県高知市本町 5 丁目 6-42 高知会館内 1F
URL：https://www.kourituyasuragi.jp/kochi/

特別講演：調整中
懇親会：高知会館内会場にて

九州支部
日時：2026 年 10 月 10 日（土）16:00 ～
場所：	福岡県古賀市薬王寺 81　鬼王荘

URL：https://oniouso2517.amebaownd.com/
特別講演：未定
懇親会：鬼王荘にて（宿泊も九州支部にて事前予約）
オプショナルツアー：鬼王荘宿泊者には検討

https://megurokai.jp/home2/tokai/
https://megurokai.jp/home2/kansai/
https://megurokai.jp/home2/chugoku/
https://megurokai.jp/home2/shikoku/
https://megurokai.jp/home2/kyushu/
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2
0
2
6
年
5
月
22
日
（
金
）、
創
立
80
周
年
記
念

会
館
（
愛
称
：
リ
サ
ー
ジ
ュ
）
3
階
に
お
い
て
、
村
松

電
気
通
信
大
学
長
に
よ
る
総
会
特
別
講
演
に
引
き
続
き
、

午
後
3
時
30
分
よ
り
一
般
社
団
法
人
目
黒
会
第
83
回
定

時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
代
議
員
30
名
中
、
出

席
者
24
名
、
議
長
委
任
6
名
、
合
計
30
名
の
出
席
率

1
0
0
％
で
定
足
数
を
満
た
し
、
総
会
が
成
立
し
ま
し

た
。 

定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
森
目
黒
会
長
を
議

長
と
し
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
1
号
議
案
の
「
定
款
の
改
訂
に
つ
い
て
」
は
、
正

会
員
資
格
に
関
す
る
改
訂
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
第
2

号
議
案
の
「
2
0
2
5
年
度
事
業
報
告
並
び
に
財
務
諸

表
等
の
承
認
に
つ
い
て
」
は
、
地
域
貢
献
事
業
、
就
職

支
援
事
業
、
同
窓
会
事
業
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

の
事
業
計
画
に
対
す
る
実
施
報
告
後
、2
0
2
5
年
度
の

決
算
財
務
諸
表
、
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増
減
計
算

書
、
財
産
目
録
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
後
、

監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
第
3
号
議
案
の

「
当
期
正
味
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
」、
第
4
号
議
案
の

「
会
費
の
改
定
に
つ
い
て
」、
第
5
号
議
案
の
「
2
0
2
6

年
度
理
事
・
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
説
明
後
、
一
括

審
議
を
行
い
、
少
額
の
黒
字
な
が
ら
第
1
号
議
案
、
第

2
号
議
案
、
第
3
号
議
案
、
第
4
号
議
案
、
第
5
号
議

案
は
す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
報
告

事
項
に
入
り
、
2
0
2
6
年
度
目
黒
会
活
動
方
針
、

2
0
2
6
年
度
事
業
計
画
並
び
に
損
益
予
算
書
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
損
益
予
算
書
に
つ
い
て
は
、

赤
字
計
上
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
出
張
旅
費

の
減
少
な
ど
に
よ
る
経
費
削
減
と
、
企
業
様
向
け
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
企
業
様
増
加
に
よ
る
収
益
増
加
を
図
り
、

赤
字
幅
を
縮
小
す
る
運
営
を
行
う
旨
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。総

会
終
了
直
後
に
、
別
室
に
て
2
0
2
6
年
度
臨
時

理
事
会
を
開
催
し
、
理
事
の
役
職
者
（
会
長
、
副
会
長
、

専
務
理
事
、
業
務
執
行
理
事
）
と
監
事
を
満
場
一
致
で

選
任
い
た
し
ま
し
た
。
2
0
2
6
年
度
の
理
事
・
監
事

の
役
員
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

総
会
終
了
後
、
学
長
以
下
大
学
の
役
員
の
方
々
に
も

ご
出
席
い
た
だ
き
、
総
会
懇
親
会
を
大
学
会
館
3
階
ハ

ル
モ
ニ
ア
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

一般社団法人目黒会

第83回定時総会
開催報告

目黒会事務局

2026年度　目黒会役員（理事・監事）一覧

役職名 氏名 入学年 入学学科

会長 森　　淳 1967 通信工学科

副会長（新） 帯金（オビカネ）　幹夫 1971 物理工学科

副会長 高橋　真之 1986 通信工学科

副会長 中村　憲一 1991 機械制御工学科

副会長 古川　浩規 1997 情報工学科

専務理事 水戸　和幸 1995 電子情報学科編入学

業務執行理事 上田　敏樹 1972 電子計算機学科

業務執行理事（新） 西山　太一郎 1973 機械工学科

業務執行理事（新） 鷲頭　浩一 1977 応用電子工学科

理事 陳　肇文（チン・ショウブン） 1979 応用電子工学科

理事 中里　明子 1981 機械工学第二学科

理事 青木　実 1982 通信工学科

監事 芳賀　克己 1965 電子工学科

監事 菅谷　寿鴻（トシヒロ） 1965 電波工学科
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電気通信大学同窓会賞
2026年

嶋本　薫 氏

嶋本薫（しまもと　しげる）氏は1985年、電気通信大学 電気通信学部 通信工学科を卒業され、1987年、電
気通信大学 大学院電気通信学研究科 通信工学専攻を修了されました。その後日本電気に入社されたあとは、電
気通信大学の助手や群馬大学工学部の助手、助教授、早稲田大学 大学院国際情報通信研究科助教授、教授とし
て学際分野でご活躍されてきました。

同氏は、中学生時代にBCL（海外短波放送受信）が一大ブームとなり、短波ラジオを片手に海外の珍放送局
の探索などを行って、日々刻々と変化する電波伝搬状況に一喜一憂し、独学で無線通信の勉強をし始めた経験
をお持ちです。

これらの経験をもとに、大学院修士時代から世界初の衛星データ通信ネットワーク構築の研究に従事し、そ
の後大学で教員になられてからは低軌道衛星、成層圏飛翔体、航空機間通信などの研究発表を世界に先駆けて
行ない、今では宇宙エレベータ通信まで手掛けておられます。また同時に6G通信の実現に向けた地上系モバ
イル通信や光や無線を組み合わせたバイタルセンシング（生体情報計測）の研究など、幅広い分野に取り組ん
でおられます。

嶋本氏の長年にわたる航空宇宙通信や衛星通信などの研究は、国内外で高い評価を受けています。
2024年度には科学技術分野で顕著な功績があったとして「航空宇宙通信の多角的な研究」で文部科学大臣表

彰を受賞されています。また、電子情報通信学会やIEEEの学会などで専門委員、幹事、座長などを数多く務め
られてきました。

電気通信大学同窓会賞とは
電気通信大学は現在までに多数の卒業生を送り出しています。世界の各方面で活躍している卒業生のうち、
科学技術の研究業績ならびに社会貢献が特に顕著な方に、電気通信大学同窓会「一般社団法人目黒会」が

「電気通信大学同窓会賞」を授与してその功績を称え、同窓生の方々にも広く認めていただくことにしている
ものです。1995年からこれまでに39人の方々が受賞されています。同窓会賞表彰式は4月6日の入学式終了
後に行われ、目黒会森会長から表彰状を授与しました。

経歴
1985年	 電気通信大学電気通信学部通信工学科卒業
1987年	 電気通信大学大学院電気通信学研究科通信工学専攻修了
1987年	 日本電気入社
1991年	 電気通信大学電気通信学部助手
1992年	 群馬大学工学部助手
1993年	 工学博士（東北大学）
1994年	 群馬大学工学部助教授
2000年	 早稲田大学大学院国際情報通信研究科助教授
2002年	 早稲田大学大学院国際情報通信研究科教授
2008年	 スタンフォード大学客員教授
2014年	 早稲田大学基幹理工学部情報通信学科教授
2020年	 早稲田大学国際情報通信研究センター 所長　現在に至る
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る
影
響
を
検
討
し
た
実
験
研
究
と
し
て
、
私
の
研
究
が

国
内
唯
一
の
事
例
と
し
て
特
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
メ
イ
ン
で
行
っ
て
い
る
研
究
ト
ピ
ッ
ク
は
、
主

に
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
言
語
的
配
慮
を
考
慮
し

た
対
話
モ
デ
ル
に
関
す
る
研
究
で
す
。
個
別
の
研
究
は

多
く
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
車
載
ロ
ボ
ッ
ト
の
運

転
支
援
発
話
を
決
定
す
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

提
案
し
ま
し
た
（
図
1
）。
こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

は
、
ド
ラ
イ
バ
の
心
理
状
態
・
セ
ン
サ
の
確
信
度
・
緊

急
度
の
三
要
因
で
運
転
状
況
を
定
義
し
ま
す
。
こ
れ
に
、

宮
本
研
究
室
は
、
2
0
2
2
年
4
月
に
発
足
し
た
ば

か
り
の
新
し
い
研
究
室
で
す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
H
A
I
）
と
い
う
研
究
分

野
を
専
門
と
し
て
お
り
、
端
的
に
言
え
ば
人
と
人
工
知

能
（
A
I
）
の
理
想
的
な
関
係
性
を
学
際
的
に
追
究
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
人
と
A
I
の
対
話
に
焦
点
を
当
て

て
い
ま
す
。
2
0
2
6
年
4
月
か
ら
は
、
大
学
院
生
4

名
、
学
域
生
1
名
が
所
属
し
て
、
規
模
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
小
さ
い
研
究
室
で
あ
る
も
の
の
、
近
年
の
生
成

A
I
の
普
及
も
あ
り
、
ホ
ッ
ト
な
研
究
領
域
を
扱
っ
て

い
ま
す
。

工
学
的
に
高
度
な
対
話
A
I
の
技
術
開
発
を
目
指
す

研
究
室
は
国
内
に
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
宮
本
研
究
室

の
独
自
性
は
「
人
が
ど
う
思
う
か
、
ど
う
解
釈
す
る

か
」
と
い
う
心
理
的
側
面
を
重
視
し
た
研
究
を
行
っ
て

い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
2
0
2
5
年
12
月
26
日
に
公
開

さ
れ
た
「
行
動
医
学
研
究
」
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ス
コ
ー

ピ
ン
グ
レ
ビ
ュ
ー
論
文
「
日
本
に
お
け
る
A
I
技
術

を
用
い
た
心
理
的
介
入
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、

2
0
1
3
年
1
月
1
日
か
ら
2
0
2
4
年
6
月
13
日
ま

で
に
日
本
語
で
報
告
さ
れ
た
国
内
の
文
献
が
網
羅
的
に

調
査
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
、
国
内
の
主

要
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抽
出
さ
れ
た
、
A
I
を
用

い
た
心
理
的
介
入
に
関
す
る
文
献
は
2
8
6
件
確
認
さ

れ
た
も
の
の
、
厳
格
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
経
て
最
終

的
に
残
っ
た
論
文
は
わ
ず
か
4
件
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
発
話
戦
略
が
ユ
ー
ザ
心
理
に
与
え

キャリア編Unique &
Exciting キャリア編Unique &

Exciting

研究編Unique &
Exciting 研究編Unique &

Exciting

宮本友樹研究室
工学研究の立場から人と対話AIの
良い関係性とは何かを考える

宮本 友樹
大学院情報理工学研究科 情報学専攻
情報理工学域Ⅰ類（情報系）助教
https://www.t-interaction.lab.uec.ac.jp

図1：運転支援ロボットの発話決定フレームワーク（宮本 et al., 2025）

https://www.t-interaction.lab.uec.ac.jp/
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環
境
・
行
動
・
ヘ
ッ
ジ
（
ぼ
か
し
表
現
）
と
い
う
三
要

素
か
ら
な
る
発
話
構
文
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
運

転
支
援
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
発
話
を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
支
援
の
妥
当
性
を
担
保
し
つ
つ
、
ド
ラ
イ
バ

に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
、
受
容
性
の
高
い
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
実
現
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
研
究
は
、

人
工
知
能
学
会
全
国
大
会
（
J
S
A
I
2
0
2
5
）
に

お
い
て
全
国
大
会
優
秀
賞
（
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン
口
頭
発

表
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
研
究
は
、「
人
と
対
話
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

の
理
論
指
向
型
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
研
究
」
と
い
う
領

キャリア編Unique &
Exciting

研究編Unique &
Exciting

域
の
体
系
化
を
目
指
し
た
理
論
研
究
で
す
（
図
2
）。

前
述
の
レ
ビ
ュ
ー
論
文
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
と

A
I
の
対
話
に
お
い
て
、
人
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
で
対
話
A
I
の
振
る
舞
い
を
解
釈
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
な
心
理
的
・
認
知
的
影
響
を
受
け
る
の
か
、

す
な
わ
ち
人
と
A
I
の
対
話
原
理
を
科
学
的
に
解
明
す

る
よ
う
な
研
究
は
、
実
は
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、
方

法
論
は
全
く
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
問

題
意
識
の
も
と
、
従
来
の
対
話
A
I
研
究
を
理
論
指
向

と
実
践
指
向
と
い
う
二
つ
の
領
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
相
補
性
を
示
す
研
究
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
提

案
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
構
想
段
階
の
萌
芽
的
な
取
り

組
み
で
す
が
、
国
内
学
会
で
発
表
賞
を
頂
く
な
ど
少
し

ず
つ
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
生
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
る
研
究
ト
ピ
ッ
ク
は

み
ん
な
の
興
味
・
関
心
を
尊
重
し
て
比
較
的
自
由
に
設

定
し
て
い
る
た
め
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
2
0
2
6
年

3
月
に
は
、
当
研
究
室
と
し
て
記
念
す
べ
き
初
の
大
学

院
生
2
名
が
修
了
し
ま
し
た
。
う
ち
1
名
（
渡
邉
英
一

郎
さ
ん
）
は
、
人
が
対
話
A
I
お
よ
び
そ
の
導
入
者

（
提
供
元
の
企
業
な
ど
）
に
対
し
て
信
頼
や
責
任
を
帰

属
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の
理
論
／
実
験

の
枠
組
み
を
提
案
し
、
も
う
1
名
（
眞
柄
圭
佑
さ
ん
）

は
、
ユ
ー
ザ
の
悩
み
事
に
対
し
て
あ
え
て
非
同
意
的
な

立
場
を
と
る
こ
と
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
認
知
的
変
化
を
促

す
対
話
A
I
の
設
計
論
と
実
装
方
法
を
提
案
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
H
A
I
分
野
の
ト
ッ
プ
国
際
会
議
に
採
択
さ

れ
る
な
ど
対
外
的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
3
、
図

4
）。
こ
れ
ら
の
研
究
ト
ピ
ッ
ク
は
、
人
と
A
I
の
良

い
関
係
性
と
は
何
か
？
と
い
う
よ
う
な
哲
学
的
な
問
い

を
工
学
研
究
の
立
場
か
ら
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
工
学
的
な
実
装
力
と
心
理
学
的
な
洞
察
を

両
輪
と
し
、
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
対
話

A
I
の
設
計
指
針
を
確
立
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
発
足
し

て
間
も
な
い
研
究
室
で
す
が
、
学
生
さ
ん
と
共
に
「
人

と
A
I
の
理
想
的
な
共
生
」
と
い
う
問
い
に
挑
み
続
け

ま
す
。

図2：理論指向型インタラクション研究フレームワーク（宮本, 2025）

図3：エージェント導入者を考慮したHAIフレームワーク
（渡邉さんの研究成果）

図４：認知的変化を促すための非同意的対話戦略（眞柄さんの研究成果）
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使
う
「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
」
で
す
。
時
計
や
指
輪
、

メ
ガ
ネ
や
衣
服
な
ど
、
す
で
に
多
彩
な
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

機
器
が
商
品
化
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
と
連
携

し
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
電
子
マ
ネ
ー
決
済
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
爆
発
的
な
普
及
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
普
及
の
鍵
と
し
て
期
待

し
て
い
る
の
が
「
人
体
通
信
」
で
す
（
図
2
）。
人
体

通
信
は
誘
電
体
で
あ
る
人
体
そ
の
も
の
を
高
周
波
信
号

の
伝
送
路
と
し
て
利
用
す
る
無
線
通
信
技
術
の
一
種
で

す
。
私
た
ち
の
体
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
電
磁
波

が
遠
方
に
放
射
せ
ず
人
体
周
辺
に
局
在
し
、
低
ノ
イ
ズ

か
つ
省
電
力
の
通
信
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま

た
、
人
体
表
面
の
電
界
や
電
流
が
通
信
に
寄
与
す
る
た

め
、
体
の
ど
こ
で
触
れ
て
も
通
信
可
能
な
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
ま
す
。
そ
し
て
、
体
に
装
着

恋
人
同
士
が
腕
を
組
ん
で
同
じ
音
楽
を
共
有
す
る
、

自
動
販
売
機
や
改
札
機
に
指
で
触
れ
て
電
子
マ
ネ
ー
で

決
済
す
る
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
に
は
自
身
の
あ
ら
ゆ

る
生
体
情
報
が
表
示
さ
れ
る

─
。
こ
ん
な
S
F
の
よ

う
な
技
術
が
現
実
の
も
の
に
な
る
日
も
近
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
自
分
の
体
に
微
弱
な
電
磁
波
を
流
し
て
人
体

そ
の
も
の
を
情
報
の
通
り
道
に
す
る
こ
と
や
、
体
内
環

境
に
応
じ
て
変
化
す
る
電
磁
波
の
挙
動
か
ら
自
身
の
脈

拍
や
血
糖
値
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
村
松
研

究
室
で
は
、
工
学
や
医
学
に
ま
た
が
る
「
生
体
電
磁
工

学
」
を
専
門
領
域
と
し
て
、
生
体
と
電
磁
波
の
相
互
作

用
を
解
明
し
、
情
報
通
信
・
医
療
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
な
ど
様
々
な
技
術
分
野

に
応
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
は
、
ユ
ー
ザ
が
身
に
つ
け
て

キャリア編Unique &
Exciting キャリア編Unique &

Exciting

研究編Unique &
Exciting 研究編Unique &

Exciting

村松大陸研究室
生体と電磁波の相互作用が拓く新領域

村松 大陸
大学院情報理工学研究科 機械知能システム学専攻
情報理工学域Ⅱ類（融合系）准教授
https://mdairoku.com/

図１　研究室における生体と電磁波の相互作用の測定

図２　人体を伝送路とする「人体通信」技術

https://mdairoku.com/
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し
た
電
極
（
ア
ン
テ
ナ
）
を
介
し
て
人
体
と
通
信
機
器

を
接
続
す
る
た
め
、
人
体
に
直
接
触
れ
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ

ル
機
器
と
の
相
性
が
非
常
に
良
い
で
す
。
村
松
研
究
室

で
は
、
人
体
通
信
の
応
用
例
と
し
て
、
体
中
に
装
着
し

た
生
体
セ
ン
サ
同
士
を
つ
な
ぐ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
セ
ン
シ
ン
グ
と
通
信
を
同
時
に
行
う
生
体

バ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ッ
タ
技
術
、
複
数
ユ
ー
ザ
の
触
れ
あ
い

に
よ
る
デ
ー
タ
共
有
基
盤
な
ど
、
多
種
多
様
な
シ
ス
テ

ム
を
提
案
し
、
一
部
は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
開
発
な
ど
も

含
め
た
デ
モ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
工
心
臓
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
体
内

に
埋
め
込
ま
れ
た
「
イ
ン
プ
ラ
ン
タ
ブ
ル
医
療
機
器
」

と
、
体
外
の
制
御
機
器
と
の
通
信
に
つ
い
て
も
研
究
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
体
内
―
体
外
間
の
無
線
通
信
で

は
、
通
常
4
0
0
M
H
z
以
上
の
高
周
波
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
帯
域
で
は
水
分
を
含
む
生
体
組

織
で
電
磁
波
が
吸
収
さ
れ
て
消
費
電
力
が
増
大
し
た
り
、

電
磁
ノ
イ
ズ
を
放
射
す
る
こ
と
で
周
囲
の
医
療
機
器
に

干
渉
し
誤
動
作
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
私
た
ち
が
人
体
通
信
で
培
っ

て
き
た
技
術
を
イ
ン
プ
ラ
ン
タ
ブ
ル
医
療
機
器
の
通
信

に
応
用
す
る
と
、
数
十
M
H
z
の
電
磁
波
を
低
損
失
な

生
体
組
織
を
通
り
道
に
し
て
伝
搬
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
方
法
な
ら
、
電
磁
波
が
放
射
し
に
く
い
た

め
電
力
消
費
や
干
渉
を
低
減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
悪

意
あ
る
攻
撃
者
に
よ
っ
て
体
内
の
医
療
機
器
を
不
正
に

操
作
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
セ
キ
ュ
ア
な
通
信
を

実
現
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
慢
性
疼
痛
治
療
に
用

い
る
腹
部
埋
込
型
の
脊
髄
刺
激
装
置
を
想
定
し
た
シ
ス

テ
ム
で
、
提
案
手
法
が
高
い
通
信
品
質
と
安
全
性
を
両

キャリア編Unique &
Exciting

研究編Unique &
Exciting

立
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
体
と
電
磁
波
の
相
互
作
用
を
生
体
信
号
セ

ン
シ
ン
グ
に
応
用
す
る
研
究
に
も
注
目
し
て
お
り
、
例

え
ば
、
非
侵
襲
の
血
糖
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
に
は
日
常
的
な
計
測
に

基
づ
く
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、

現
在
は
酵
素
電
極
に
よ
る
侵
襲
計
測
が
一
般
的
で
、
採

血
の
痛
み
や
手
間
、
消
耗
品
コ
ス
ト
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
バ
イ
オ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
評

価
指
標
と
し
た
非
侵
襲
的
な
血
糖
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
法
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
手
首
に
貼
り
付
け
た
電
極
で
測
定

さ
れ
た
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は
、
血
中
グ
ル
コ
ー
ス
濃
度

と
高
い
相
関
が
あ
る
こ
と
を
被
験
者
実
験
で
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
身
体
を
傷
つ
け
ず
に
簡
単
に
血
糖

値
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
予
防
医
療
や
日
常
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
に
も
大
い
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
へ
の
応
用

と
し
て
、
指
の
電
磁
応
答
に
基
づ
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
操
作
す
る
指
の
種
類
を
識
別
す
る
方
法
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
5
本
の
指
は
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
や
太
さ
が
異

な
る
た
め
、
電
磁
波
の
反
射
や
透
過
特
性
に
変
化
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
変
化
を
適
切
に
捉
え
て
指
を
識
別
で
き

れ
ば
、
操
作
す
る
指
ご
と
に
異
な
る
機
能
を
割
り
当
て

る
な
ど
し
て
、
情
報
入
力
性
能
を
飛
躍
的
に
拡
張
で
き

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
変
わ
り
種
の
研
究
と
し
て
、
電
磁

波
を
利
用
し
て
食
肉
の
品
質
を
評
価
す
る
技
術
開
発
に

も
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
接
点
の
な
か
っ
た
食
品
産
業

界
に
も
踏
み
出
し
て
い
ま
す
（
図
3
）。
従
来
の
食
肉

の
品
質
評
価
は
、
官
能
検
査
や
理
化
学
検
査
な
ど
の
破

壊
検
査
が
一
般
的
で
し
た
。
電
磁
波
を
検
査
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
非
侵
襲
か
つ
非
破
壊
で
脂
肪
交
雑
や
熟
成

度
（
タ
ン
パ
ク
質
の
分
解
状
況
）
を
測
定
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
将
来
こ
の
評
価
技
術
が
実
現
す
れ
ば
、

ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
食
肉
の
ラ
ベ
ル
に
は
、
食
感
や
風
味
、

う
ま
味
な
ど
の
「
お
い
し
さ
」
に
関
す
る
多
様
な
情
報

が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
村
松
研
究
室
で
は
生
体
と
電
磁
波
に

関
す
る
様
々
な
応
用
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

特
に
、
こ
れ
ま
で
も
注
目
し
て
き
た
通
信
や
医
療
ヘ
ル

ス
ケ
ア
だ
け
で
な
く
、
食
品
、
物
流
、
ア
パ
レ
ル
な
ど

の
新
分
野
に
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
連
携
し
て
こ
な
か
っ
た
分
野
や
業

界
か
ら
ご
相
談
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
た
な
応
用
技

術
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図3　食肉の誘電応答に基づく肉質評価技術
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中
の
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
は
永
久
流
（
流
速
が
臨
界
速
度
で

律
速
さ
れ
、
一
定
の
流
速
で
流
れ
続
け
る
状
態
）
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ヘ
リ
ウ
ム
が
量
子
性
の
高
い
物
質

で
あ
り
、
低
温
で
系
全
体
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
波
の
よ

う
に
振
る
舞
う
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
近
年
、
こ
の
よ

う
な
量
子
性
の
高
い
物
質
を
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
（
原
子
数

個
～
10
個
分
）
の
空
間
に
閉
じ
込
め
た
時
の
振
る
舞
い

に
興
味
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
ヘ
リ
ウ
ム
を
直
径
が
2

～
3
nm
程
度
の
ナ
ノ
細
孔
に
閉
じ
込
め
た
系
（
1
次
元

系
）
で
は
、
断
面
内
に
波
が
十
分
広
が
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
い
間
1
次
元
系
で
は

超
流
動
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

近
年
の
合
成
・
微
細
加
工
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
様
々

な
ナ
ノ
細
孔
を
用
い
た
実
験
が
可
能
と
な
り
、
奇
妙
な

超
流
動
現
象
が
現
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ナ
ノ
細
孔
中
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
の
超
流
動
は
、
ナ
ノ
細

孔
を
充
填
し
た
ね
じ
れ
振
り
子
を
用
い
て
観
測
し
ま
す
。

粘
性
を
消
失
す
る
と
、
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
は
ナ
ノ
細
孔
の

運
動
に
追
随
し
な
く
な
る
た
め
、
ね
じ
れ
振
り
子
の
共

振
周
波
数
が
上
が
り
ま
す
。
こ
の
共
振
周
波
数
の
変
化

か
ら
、
ナ
ノ
細
孔
中
で
は
、
超
流
動
が
現
れ
る
温
度

（T
0

）
が
強
く
抑
制
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
常
流
動

（
粘
性
が
あ
る
状
態
）
か
ら
超
流
動
へ
の
転
移
が
緩
や

か
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
超

流
動
が
有
限
の
寿
命
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
ね
じ
れ
振

り
子
の
周
期
を
長
く
す
る
と
、T

0

は
抑
制
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

研
究
室
の
概
要

谷
口
研
究
室
は
、
低
温
技
術
を
生
か
し
て
、
量
子
流

体
や
ナ
ノ
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
の
実
験
的
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
2
0
0
4
年
の
着
任
以
降
、「
鈴
木
・
谷
口

研
究
室
」
と
し
て
様
々
な
基
板
に
吸
着
し
た
ヘ
リ
ウ
ム

吸
着
膜
の
滑
り
摩
擦
や
ナ
ノ
細
孔
中
ヘ
リ
ウ
ム
の
物
性

を
調
べ
、
ヘ
リ
ウ
ム
の
持
つ
量
子
性
が
も
た
ら
す
多
彩

な
現
象
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
5
年
3

月
に
鈴
木
教
授
が
退
任
さ
れ
た
後
は
「
谷
口
研
究
室
」

と
し
て
、
ヘ
リ
ウ
ム
以
外
の
物
質
に
も
注
目
し
て
、
低

次
元
系
に
お
け
る
量
子
物
性
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

研
究
室
は
、
例
年
卒
研
生
1
～
3
名
、
修
士
課
程
2

～
5
名
が
所
属
す
る
比
較
的
小
規
模
な
も
の
で
す
が
、

昨
年
の
鈴
木
先
生
御
退
任
記
念
祝
賀
会
に
は
50
名
近
い

卒
業
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
多
く
は
製
造
・

情
報
系
の
技
術
開
発
・
研
究
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
分
野
に
よ
ら
ず
、
大
学
時
代
に
低
温
用
の
実
験
装

置
を
自
作
し
た
経
験
が
大
変
役
立
っ
た
と
い
う
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
く
、
同
時
に
一
層
研

究
・
教
育
へ
邁
進
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

─ 

1
次
元
系
に
超
流
動
は
現
れ
る
の
か
─

液
体
ヘ
リ
ウ
ム
を
液
化
温
度
よ
り
さ
ら
に
冷
や
し
て

い
く
と
、
粘
性
を
失
っ
て
抵
抗
な
く
流
れ
る
超
流
動
と

い
う
現
象
が
現
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ト
ー
ラ
ス
容
器

キャリア編Unique &
Exciting キャリア編Unique &

Exciting

研究編Unique &
Exciting 研究編Unique &

Exciting

谷口淳子研究室
低次元系における量子物性の研究

谷口 淳子
大学院情報理工学研究科 基盤理工学専攻
情報理工学域Ⅲ類（理工系）准教授
http://lt.phys.uec.ac.jp/

http://lt.phys.uec.ac.jp/
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最
新
の
研
究
紹
介

─ 
1
次
元
ナ
ノ
細
孔
中
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
の
流
れ 

─

当
研
究
室
で
は
、
奇
妙
な
超
流
動
が
観
測
さ
れ
る
孔

径
（
～
3
nm
）
で
、
ナ
ノ
細
孔
中
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
の
流

れ
を
調
べ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
図
1
上
図
に
示
す
よ
う

に
、
1
0
0
nm
程
度
の
孔
が
も
と
も
と
開
い
て
い
る
多

孔
質
ア
ル
ミ
ナ
膜
の
孔
の
中
に
、
孔
径
3
・
4
nm
の
均

一
に
そ
ろ
っ
た
ナ
ノ
細
孔
束
を
合
成
し
ま
す
。
ナ
ノ
細

孔
は
、
ま
っ
す
ぐ
か
つ
膜
に
垂
直
に
配
向
し
て
い
ま
す
。

こ
の
多
孔
質
膜
で
仕
切
ら
れ
た
測
定
系
を
用
意
し
、
そ

の
両
側
の
圧
力
を
低
温
部
で
直
接
測
定
す
る
た
め
、
容

量
型
圧
力
計
を
自
作
し
て
い
ま
す
（
図
1
下
図
参
照
）。

膜
の
両
側
の
圧
力
を
平
衡
に
し
た
後
、
下
流
側
の
み
瞬

間
的
に
減
圧
し
て
初
期
差
圧
を
印
加
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
後
の
圧
力
緩
和
を
観
測
し
ま
す
。
図
2

‌

（a）
上
に

典
型
例
を
示
し
ま
し
た
が
、
上
流
側
圧
力
（
○
）
は
下

キャリア編Unique &
Exciting

研究編Unique &
Exciting

に
凸
（
下
流
側
も
わ
ず
か
に
上
に
凸
）
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
細
孔
中
の
流
速
が
一
定
で
は
な
く
、∆

P

に
依
存
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
従
来
の
臨
界
速
度
と
い

う
概
念
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

よ
り
詳
細
に
議
論
す
る
た
め
、
上
流
側
の
圧
力
変
化
率

（─dp
u /dt─

）（
流
速
に
比
例
す
る
量
）
を
求
め
る
と
、∆P

が
小
さ
い
領
域
で
は
急
速
に
増
加
し
、∆P

が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
、
徐
々
に
そ
の
増
加
は
緩
や
か
に
な
り
ま
す

（
図
2

‌

（a）
下
図
参
照
）。
図
2

‌

（b）
に
示
す
よ
う
に
、
こ

の
上
に
凸
の
振
る
舞
い
は
、T

0

よ
り
高
温
ま
で
存
続
し
、

2
・
0
K
で
消
失
し
ま
し
た
。
膜
の
両
側
に
あ
る
液
体

ヘ
リ
ウ
ム
も
常
流
動
と
な
る
2
・
0
K
で
は∆

P

に
比

例
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
温
度
で
は
粘
性
流
の
振
る
舞

い
を
示
す
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
1
・
8
K
以
下
の

デ
ー
タ
を∆

P

の
べ
き
関
数
で
フ
ィ
ッ
ト
し
た
と
こ
ろ
、

図
2

‌

（b）
中
の
実
線
で
示
す
よ
う
に
、
よ
く
再
現
さ
れ

ま
し
た
。
流
速
の
べ
き
的
な
振
る
舞
い
は
、
1
次
元
系

の
特
徴
と
さ
れ
て
お
り
、
本
実
験
は
ま
さ
に
そ
の
特
徴

を
と
ら
え
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
1

次
元
系
の
輸
送
現
象
は
主
に
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
や
量
子
細
線
な
ど
電
子
系
で
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
本
研
究
は
、
ナ
ノ
細
孔
中
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
が
新
た

な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
な
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

1
次
元
系
の
超
流
動
は
、
従
来
の
臨
界
速
度
と
い
う

概
念
が
成
り
立
た
ず
、
流
速
が
差
圧
に
対
し
べ
き
的
な

依
存
性
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
超
流
動
に
も
常
流
動
に
も
分
類
で
き
な
い
よ
う
な

奇
妙
な
状
態
だ
か
ら
こ
そ
、
常
流
動
で
は
あ
り
え
な
い

高
速
輸
送
が
実
現
し
、
し
か
も
そ
の
速
度
を
差
圧
で
制

御
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
ナ
ノ
細
孔
中

で
は
常
流
動
に
な
っ
て
い
る
は
ず
の
温
度
領
域
で
も
高

速
輸
送
が
出
現
し
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
く
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
で
き
れ
ば
、
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
に
お

け
る
輸
送
現
象
の
制
御
に
向
け
て
、
重
要
な
指
針
が
得

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

図1．ナノ細孔膜試料と測定系

図2(a) 圧力緩和とそれから求めた圧力緩和率の例（1.0 MPa）
(b) 2.0 MPa（T0=1.2 K）における圧力変化率の差圧に対する変化
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調
布
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
お
読
み
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
私
は
現
在
64
歳
、
ラ
ジ
オ
局
の
文
化
放
送
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
電
気
通
信
大
学
は
専
門
家
を
作
り
出

す
大
学
で
す
か
ら
、
普
通
、
誌
面
を
飾
る
の
は
「
道
を

極
め
た
専
門
家
・
達
人
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
間
違
い
な
く
道
を
極
め
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
電
通

大
に
は
こ
う
い
う
O
B
も
居
る
ん
だ
！
、
と
い
う
優
し

い
心
で
経
歴
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

電
通
大
を
志
願
し
た
理
由

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
試
験
の
願
書
を
出
し
た
の
が
小

6
の
時
、
4
月
を
ま
た
い
だ
中
1
で
最
初
の
無
線
従
事

者
免
許
証
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
私
の
通
信
と
の
付
き

合
い
は
こ
の
時
か
ら
で
す
。
大
学
を
選
ぶ
際
に
も
「
通

信
」
を
教
え
て
く
れ
る
大
学
を
探
し
ま
し
た
が
、
ど
こ

も
電
子
工
学
や
情
報
通
信
ば
か
り
で
、
本
当
に
純
粋
な

通
信
を
専
門
分
野
に
持
つ
大
学
は
全
然
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
選
ん
だ
の
が
電
通
大
。
当
時
の
学
科
名
は

電
気
通
信
学
部
電
波
通
信
学
科
！ 

通
信
の
プ
ロ
に
な

れ
そ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
？
。

学
生
生
活

あ
ま
り
ま
じ
め
な
学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

数
学
は
苦
手
で
し
た
し
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
は
と
こ
と
ん

手
を
抜
く
（
で
も
全
部
優
）
学
生
で
し
た
。
ア
ル
バ
イ

ト
も
い
ろ
い
ろ
し
ま
し
た
が
、
一
番
役
に
立
っ
た
の
は

業
務
用
ビ
デ
オ
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ザ
ー
、
つ
ま
り
編
集

用
タ
イ
ミ
ン
グ
マ
シ
ン
の
設
計
補
助
の
仕
事
で
す
。
回

路
の
設
計
法
を
学
べ
ま
し
た
。
卒
業
研
究
は
中
波
大
電

力
放
送
が
海
上
移
動
通
信
に
与
え
る
影
響
。
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
A
君
と
の
共
同
研
究
で
、
私
は
通
信
機
の
特

性
の
問
題
、
A
君
は
ラ
ジ
オ
局
の
置
局
と
免
許
の
観
点

か
ら
レ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
船
の
通
信
機
に
突
っ

込
み
を
入
れ
た
私
は
ラ
ジ
オ
局
へ
、
ラ
ジ
オ
局
の
配
置

の
問
題
か
ら
切
り
込
ん
だ
A
君
は
船
会
社
へ
就
職
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
偶
然
で
す
。
船
酔
い
の
問
題
さ
え
な

け
れ
ば
私
も
船
の
通
信
士
に
な
っ
て
い
た
筈
で
す
か

ら
・
・
・
。

就
職予

想
通
り
の
船
酔
い
に
苦
し
み
な
が
ら
貨
物
船
で
の

乗
船
実
習
を
終
え
た
時
に
は
大
学
推
薦
の
就
職
試
験

シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
研
究
室
の

宮
坂
教
授
に
相
談
し
た
ら
文
化
放
送
が
募
集
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
応
募
。
あ
っ
さ
り
と
面
接
3
回
で
採

用
に
な
り
ま
す
。
と
に
か
く
入
っ
て
し
ま
え
ば
こ
ち
ら

の
も
の
。
と
思
っ
た
ら
な
ん
と
、
待
っ
て
い
た
の
は
防

人
同
然
の
職
場
で
し
た
。

雑
誌
デ
ビ
ュ
ー

技
術
採
用
な
の
で
そ
の
ま
ま
技
術
部
へ
、
そ
し
て
送

信
所
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
有
人
の
送
信
所
は
他

局
で
は
N
H
K
の
菖
蒲
久
喜
だ
け
。
菖
蒲
久
喜
は
研
究

所
で
す
が
こ
ち
ら
は
た
だ
の
留
守
番
で
す
。
当
然
“
辞

め
て
や
る
”
と
な
り
ま
す
が
、
上
司
か
ら
戻
っ
て
き
た
の

は
「
何
を
し
て
い
て
も
良
い
か
ら
居
て
く
れ
」
と
い
う
言

葉
で
し
た
。
そ
こ
で
周
り
を
見
渡
す
と
工
作
機
械
や
測

定
器
が
あ
る
で
は
な
い
で
す
か
。
こ
れ
幸
い
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
回
路
の
無
線
機
を
作
り
、
無
線
雑
誌
に
投
稿
し
た
ら

即
採
用
！
。
こ
の
後
の
経
緯
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
の
で

す
が
、
し
ば
ら
く
し
て
ハ
ム
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
い
う
季
刊
誌

で
「
H
F
機
（
短
波
の
無
線
機
）1
0
0
%
ガ
イ
ド
」
と

い
う
連
載
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
社
員
そ
し

て
時
々
雑
誌
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
生
活
の
始
ま
り
で
す
。

キャリア編Unique &
Exciting キャリア編Unique &

Exciting

ラジオ制作（ディレクター・
プロデューサー）と

技術評論家の二刀流人生

髙木 誠利
1980年電波通信学科（R）入学
文化放送ディレクター・プロデューサー
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技
術
部
員
と
し
て

電
通
大
卒
業
生
が
即
戦
力
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
の
は

皆
さ
ん
御
存
じ
の
事
と
思
い
ま
す
。
防
人
勤
務
の
間
に

も
A
M
ス
テ
レ
オ
放
送
実
験
場
の
常
駐
員
を
や
り
ま
し

た
し
、
本
社
へ
戻
っ
て
か
ら
は
ス
タ
ジ
オ
の
設
計
か
ら

始
ま
っ
て
ラ
ジ
オ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
い
じ
っ

て
い
ま
す
。
一
つ
特
筆
す
る
と
し
た
ら
モ
バ
イ
ル
ス
タ

ジ
オ
（
写
真
）
の
開
発
で
し
ょ
う
か
。
N
T
T
ド
コ
モ

さ
ん
、N
E
C
さ
ん
と
組
ん
で
3
G
携
帯
の
同
期
64
k

回
線
を
使
っ
た
高
音
質
中
継
装
置
を
作
っ
た
の
で
す
。

こ
の
作
業
の
途
中
で
当
時
社
会
問
題
に
な
り
か
け
て
い

た
あ
る
3
G
回
線
網
の
問
題
を
解
決
し
ま
し
た
し
、
こ

の
中
継
装
置
は
ほ
ぼ
全
部
の
ラ
ジ
オ
局
に
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
レ
ポ
ー
タ
ー
が
絶
叫
し
て
も
聞
き
取

れ
る
音
声
回
路
が
自
慢
で
、
こ
こ
は
自
分
で
回
路
図
面

を
引
い
て
い
ま
す
。

音
響
ミ
キ
サ
ー
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
バ
ン
ド
2
組
が
続
け
て
演
奏
す
る
音
楽
番
組
を

毎
週
一
人
で
担
当
し
た
時
は
さ
す
が
に
き
つ
か
っ
た
の

で
す
が
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
テ
レ
ビ
を

含
め
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
規
格
制
定
に
も
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
規
格
書
T
R
－
B
24
に
最
初
に
追
加
さ
れ
た
外
字

の
中
に
「
は
し
ご
髙
」
が
あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
こ

れ
は
偶
然
で
す
。
技
術
時
代
の
話
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

形
で
あ
る
本
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
私
の
ペ
ー
ジ
は
サ

ン
プ
ル
と
し
て
今
で
も
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
「
高
木
誠
利　

飛
鳥
新
社
」
で
検
索
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

制
作
部
へ
の
異
動

会
社
が
ビ
ル
を
建
て
、
完
工
後
10
日
ほ
ど
で
新
社
屋

を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
内
部
以
外
の
放
送
設

備
は
す
べ
て
私
の
担
当
で
す
。
機
械
が
新
し
く
な
る
と

設
計
担
当
は
暇
に
な
る
と
思
わ
れ
た
の
か
、
電
力
設
備

を
地
下
2
階
か
ら
屋
上
に
移
動
さ
せ
て
建
設
費
を
増
や

し
た
の
が
ま
ず
か
っ
た
の
か
、
原
因
は
不
明
で
す
が
、

1
年
後
に
突
然
、
制
作
部
へ
の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
局
で
は
技
術
系
社
員
が
研
修
の
よ
う
な
感
じ

で
1
～
2
年
間
制
作
現
場
に
出
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま

す
。
私
も
そ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
結
果
的

に
は
片
道
切
符
と
な
り
ま
し
た
。
気
が
付
け
ば
技
術
職

20
年
、
制
作
現
場
20
年
で
す
。

現
在
は
生
放
送
1
つ
と
4
つ
の
録
音
番
組
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
生
は
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
。
C
U
E
振
り

（
全
体
進
行
管
理
）
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
D
）
で
す
。
外
部

ス
タ
ッ
フ
を
使
う
場
合
も
多
い
の
で
す
が
社
員
D
だ
と

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
自
分
の
権
限
で
進
行
を
変
え
ら
れ
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
録
音
番
組
は
音
楽
番
組

か
ら
雑
談
も
の
ま
で
幅
広
く
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
「
置
物
」
に
な
っ
て
い
れ
ば
良
い
も
の
か
ら
、
自
分

で
編
集
を
し
て
い
る
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

今
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て

60
歳
を
超
え
て
嘱
託
社
員
に
変
わ
っ
た
時
点
で
完
全

に
文
系
扱
い
に
変
わ
り
ま
し
た
。
で
も
い
ま
だ
に
技
術

職
と
し
て
の
立
ち
位
置
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
ラ
ジ

オ
各
局
の
技
術
織
が
集
ま
る
会
に
は
普
通
に
参
加
し
て

い
ま
す
し
、
テ
レ
ビ
技
術
の
皆
さ
ん
と
も
飲
む
機
会
が

あ
り
ま
す
。
営
業
は
局
が
違
え
ば
敵
、
制
作
は
局
が
違

う
と
他
人
で
す
が
、
技
術
は
結
構
仲
良
し
な
の
で
そ
れ

に
甘
え
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
放
送
の
技
術
職
で

電
通
大
ブ
ラ
ン
ド
は
強
力
で
、
後
輩
が
ど
こ
か
に
入
社

す
る
と
話
が
流
れ
て
き
ま
す
。
私
は
今
、
早
稲
田
と
慶

應
ば
か
り
の
世
界
に
い
ま
す
が
・
・
・
・
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
電
子
工
学
関
係
の
雑
誌
記
事
は

制
作
に
移
っ
て
か
ら
も
書
き
続
け
ま
し
た
。
単
行
本
に

な
っ
た
も
の
も
あ
り
、
共
著
や
上
下
巻
を
全
部
数
に
入

れ
る
と
計
19
冊
、
最
新
刊
は
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
機

名
鑑
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
（
C
Q
出
版
社
）
で
す
。

後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

い
ろ
ん
な
こ
と
に
手
を
出
し
て
結
局
何
も
極
め
て
い

な
い
私
で
す
が
、
一
つ
身
を
助
け
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
文
章
力
で
す
。
技
術
時
代
に
は
仕
様
が
明
確
に

な
る
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
し
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
し
、
制
作
で
は
宗
教
番
組
を
担
当
し

た
際
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
苦
労
し
て
い
る
と

し
た
ら
放
送
用
の
口
語
と
雑
誌
用
の
文
語
の
使
い
分
け
。

放
送
原
稿
は
ト
ー
ク
用
と
ニ
ュ
ー
ス
用
で
も
違
う
の
で

す
が
、
と
に
か
く
文
章
力
を
磨
い
て
損
は
無
い
！
私
は

そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

キャリア編Unique &
Exciting

モバイルスタジオ
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子
供
の
頃
か
ら
遺
跡
や
古
建
築
が
好
き
で
、
埋
蔵
金

探
し
も
随
分
し
て
来
ま
し
た
。
生
ま
れ
は
厳
し
い
環
境
で
、

父
は
家
に
生
活
費
を
入
れ
ず
、
母
は
酒
浸
り
。
小
学
校

時
代
か
ら
「
ど
う
や
っ
て
お
金
を
作
る
か
」
が
私
の
課
題

で
し
た
。
古
銭
を
旧
家
や
果
樹
園
で
し
ば
し
ば
発
見
し
、

郷
土
新
聞
に
「
埋
蔵
金
少
年
」
と
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は

こ
の
環
境
か
ら
で
し
た
。
古
銭
は
高
く
売
れ
ま
し
た
。
当

時
は
コ
イ
ン
ブ
ー
ム
で
し
た
か
ら
。
中
学
校
時
代
は
雀
荘

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
深
夜
12
時
閉
店
後
、

店
内
清
掃
を
す
る
の
で
す
。
二
人
分
の
仕
事
量
を
一
人
で

や
り
日
給
が
5
千
円
で
し
た
。
公
務
員
の
初
任
給
が

6
万
円
少
し
の
時
代
で
す
か
ら
、
月
に
12
万
円
、
現
在

に
換
算
す
る
と
40
万
円
程
。
こ
れ
は
全
て
家
に
入
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
店
主
か
ら
賄
い
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
は

店
が
混
み
だ
す
夜
8
時
に
は
出
前
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
た

め
店
主
は
困
っ
て
い
た
の
で
す
。「
材
料
持
ち
込
み
で
売

上
は
全
部
取
り
」
と
い
う
条
件
で
、
焼
う
ど
ん
を
毎
日

30
食
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
30
食
な
ら
絶
対
に

売
り
切
れ
る
か
ら
で
す
。
1
食
千
円
で
、
1
日
3
万
円
、

月
に
60
万
円
で
す
。
今
の
1
8
0
万
円
程
で
す
が
こ
れ
は

家
に
は
内
緒
。
こ
の
売
上
や
古
銭
を
売
っ
た
お
金
で
高
校

時
代
か
ら
株
式
投
資
を
始
め
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
会

社
の
株
を
買
い
増
し
て
い
き
、
幾
つ
か
の
上
場
企
業
の
大

株
主
と
な
り
人
脈
も
広
が
り
、
気
付
く
と
実
業
家
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
小
学
校
時
代
の
私
の
部
屋
は

階
段
下
の
物
入
れ
、
日
常
の
拠
り
所
は
ラ
ジ
オ
。
小
学
一

年
生
の
頃
、
毎
日
が
辛
く
て
「
ぼ
く
を
ラ
ジ
オ
の
中
に
連

れ
て
行
っ
て
」
と
何
度
か
番
組
に
ハ
ガ
キ
を
出
し
ま
し
た
。

涙
で
擦
れ
た
鉛
筆
文
字
は
読
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
40
年
後
そ
の
話
が
た
ま
た
ま
ラ
ジ
オ
局
で
の
席

で
出
て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ラ
ジ
オ
の
世
界
に
。

一
方
、
学
問
好
き
を
我
慢
し
て
来
た
の
で
、
寝
る
時

間
を
削
り
仕
事
の
隙
間
を
探
し
、
大
学
の
建
築
学
科
に

入
学
。
そ
の
後
も
時
間
を
作
り
、
数
学
科
、
物
理
学
科

を
卒
業
。
物
理
学
科
の
卒
論
は
「
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

原
理
」
で
し
た
。
内
容
は
「
こ
の
世
界
が
仮
想
空
間
で

あ
る
こ
と
を
数
学
で
証
明
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
物

理
を
も
っ
と
学
び
た
く
て
電
通
大
に
進
学
し
ま
し
た
。

当
初
は
物
理
系
の
渡
辺
信
一
先
生
の
研
究
室
に
入
る
予

定
で
し
た
が
、
先
生
の
定
年
に
掛
か
り
、
瀧
真
清
先
生

の
研
究
室
所
属
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
生
物
物
理

学
と
の
出
会
い
で
し
た
。
数
学
物
理
畑
の
人
間
が
生
物

化
学
系
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
そ
れ
も
少
し
で
も
物
理

キャリア編Unique &
Exciting キャリア編Unique &

Exciting

電通大研究室から
世界の映画祭へ挑戦!!

杉崎 智介
2019年博士後期課程基盤理工学専攻入学
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ラジオパソナリティーの放送中。20年来の仕事
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に
と
ど
ま
り
た
い
欲
求
か
ら
不
慣
れ
な
M
D
法
（
分
子

動
力
学
計
算
）
を
自
分
で
ソ
フ
ト
を
買
っ
て
進
め
る
こ

と
の
無
謀
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
方
も
、
電
通
大
学

生
さ
ん
や
O
B
・
O
G
の
方
な
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
研
究
は
創
薬
に
関
す
る
も
の
で

し
た
が
、
3
年
間
に
わ
た
っ
て
連
日
、
東
大
の
ス
パ
コ

ン
S
H
I
R
O
K
A
N
E
を
動
か
し
て
い
る
間
に
興
味

を
持
っ
た
の
が
「
プ
ラ
ズ
マ
生
命
体
」
で
す
。2
0
0
7

年
に
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
宇
宙
物
理
学
研

究
所
に
よ
る
発
見
は
周
知
で
す
。
さ
て
、
当
初
目
的
と

し
て
い
た
創
薬
の
論
文
は
仕
上
げ
た
も
の
の
、
私
の
興

味
は
ど
う
に
も
プ
ラ
ズ
マ
生
命
体
か
ら
離
れ
ず
、
日
を

追
う
ご
と
に
深
ま
る
ば
か
り
。
し
か
し
、
そ
れ
を
査
読

論
文
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
脚
本
を
起
こ
し
映
画

に
し
た
の
が
2
0
2
5
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
『
精

霊
』
で
す
。
海
外
版
は
『Spirits

』
と
い
う
題
名
で
、

国
内
上
映
さ
れ
た
も
の
と
は
内
容
が
少
し
異
な
り
ま
す

が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
こ
ち
ら
が
現
在
世
界
で
評
判

を
い
た
だ
き
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

ペ
イ
ン
な
ど
の
国
際
映
画
祭
で
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
の
映
画
祭
で
は
「
作
品
賞
」、「
主
演
女
優
賞
」

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
因
み
に
映
画
『Spirits

』
の
監

督
は
私
で
す
が
、
主
演
は
電
通
大
で
研
究
生
と
し
て
籍

を
置
き
一
緒
に
学
ん
だReeSya

（
長
本
梨
沙
）
と
い
う

女
優
で
す
。
少
々
拡
大
解
釈
す
れ
ば
、
電
通
大
研
究
室

か
ら
「
プ
ラ
ズ
マ
生
命
体
」
で
世
界
を
獲
っ
た
と
。
脚

本
家
な
ら
で
は
の
少
々
大
げ
さ
な
物
言
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
（
汗
）。
話
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
こ

の
映
画
を
一
言
で
説
明
し
ま
す
と
、「
物
語
や
伝
説
、

伝
承
に
登
場
す
る
精
霊
と
は
プ
ラ
ズ
マ
生
命
体
だ
っ

た
」
と
い
う
御
伽
噺
で
す
。
ア
メ
リ
カ
を
始
め
海
外
で

映
画
が
上
映
さ
れ
逆
輸
入
と
い
う
形
で
日
本
の
劇
場
に

登
場
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
一
言
。
学
問
の
道
は
険
し
く
厳

し
く
、
研
究
を
続
け
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
人
生
に
す
る
な
ら
尚
更
。
自
分
の
研

究
が
世
の
技
術
や
人
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
な
ら
そ
ん
な

H
appy

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
極
一
握
り

で
し
ょ
う
。
私
は
数
学
や
理
科
は
好
き
だ
か
ら
続
け
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
し
も
論
文
が
全
て
で
も

な
い
は
ず
で
す
。
あ
ま
り
思
い
つ
め
る
と
病
み
ま
す
か

ら
自
由
な
発
想
で
世
界
を
見
て
み
る
の
も
あ
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
。
歩
く
道
端
に
何
か
が
転
が
っ
て
い
る
こ

と
も
…
。

キャリア編Unique &
Exciting

「主演女優賞」受賞

映画『精霊』ポスター

「作品賞」受賞
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電
通
大
は
調
布
駅
か
ら
非
常
に
近
く
、
便
利
な
場
所

に
あ
り
ま
す
。
受
験
で
東
京
に
初
め
て
来
て
、
新
宿
駅

に
降
り
立
ち
、
駅
と
周
辺
の
ビ
ル
群
を
見
上
げ
た
光
景
、

そ
し
て
そ
の
巨
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
記
憶
は
未
だ
に
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
調
布
に
向
か
う
車
窓
か
ら
見

え
た
田
畑
も
ま
た
印
象
的
で
し
た
。
調
布
は
新
宿
に
ア

ク
セ
ス
し
や
す
く
、
そ
の
交
通
の
利
便
性
の
良
さ
に
加

え
、
自
然
環
境
の
豊
か
さ
、
そ
し
て
駅
周
辺
の
商
業
施

設
の
充
実
も
あ
り
、
地
方
か
ら
来
た
私
に
は
と
て
も
住

み
心
地
が
よ
い
街
で
し
た
。

学
部
4
年
間
の
思
い
出
は
、
サ
ー
ク
ル
、
バ
イ
ト
、

冬
は
ス
キ
ー
、
毎
夜
の
友
人
ら
と
の
親
睦
と
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
授
業
で
印
象
に
残
っ
た
の

は
や
は
り
実
験
で
し
た
。
実
験
計
画
書
を
担
当
教
官
が

承
認
し
た
後
に
開
始
で
き
る
の
で
す
が
、
授
業
は
13
時

開
始
、
し
か
し
こ
の
確
認
が
あ
る
た
め
に
実
験
は
概
ね

17
時
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
終
電
ぎ
り
ぎ
り
に
な
る
学

生
も
多
数
い
た
と
思
い
ま
す
。
計
画
書
と
報
告
書
の
作

成
で
ほ
ぼ
1
週
間
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
こ
の
実
験
授
業

は
、
2
年
間
も
続
き
ま
し
た
。
私
の
研
究
人
生
に
お
け

る
礎
の
1
つ
を
築
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

博
士
前
期
と
後
期
で
は
電
通
大
か
ら
も
通
え
る
国
立

天
文
台
で
学
び
、
三
鷹
、
宇
宙
科
学
研
究
所
が
あ
る
淵

野
辺
、
そ
し
て
長
野
県
の
臼
田
宇
宙
空
間
観
測
所
で
、

ど
っ
ぷ
り
と
研
究
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

論
文
や
書
物
の
読
破
、
機
器
開
発
と
天
文
観
測
と
、
気

が
つ
い
た
ら
遊
び
か
ら
学
び
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま
し

た
。
英
語
は
苦
労
し
ま
し
た
。
特
に
リ
ス
ニ
ン
グ
、
そ

し
て
議
論
が
全
く
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
そ
ん
な
私
が

よ
く
、
日
米
欧
で
共
同
建
設
し
た
ア
ル
マ
望
遠
鏡
の
日

本
側
の
プ
ロ
マ
ネ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
英
語
が
で
き
な
い
皆
さ
ん
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。
な
ん
と
か
な
り
ま
す
!!　

そ
の
分
、

な
に
よ
り
も
論
理
構
成
力
を
磨
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
は
月
面

に
電
波
望
遠
鏡
を
建
設
す
る
計
画
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
宇
宙
暗
黒
時
代
の
中
性
水
素
を
観
測
す
る
こ
と
で

標
準
宇
宙
論
の
検
証
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
通
る
道
は

必
ず
違
え
ど
、
新
た
な
科
学
目
標
に
挑
戦
す
る
気
持
ち

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
若

手
研
究
者
の
皆
さ
ん
と
研
鑽
で
き
る
日
々
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
月
に
巨
大
な
物
資
を
輸
送
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
中
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
す
の
か
?　

課
題

は
常
に
物
理
学
を
基
本
と
し
て
算
数
で
説
明
で
き
、
大

概
こ
れ
で
要
求
値
を
満
た
せ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

基
礎
は
何
歳
に
な
っ
て
も
学
べ
ま
す
し
、
学
ぶ
べ
き

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
と
焦
ら
ず
、
見
聞
を

広
め
、
充
実
し
た
と
思
え
る
4
年
間
を
過
ご
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
博
士
課
程
で
は
専
門
分
野
の

み
な
ら
ず
少
し
広
め
で
ど
っ
ぷ
り
と
深
み
に
は
ま
り
、

邁
進
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
海
の
向
こ
う
の
ま
だ

相
見
え
な
い
将
来
の
友
人
ら
は
想
像
以
上
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
彼
ら
の
そ
の
厳
し
さ
は
、
驚
く
こ
と
に
我
々

の
大
学
受
験
以
上
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

よく遊び、よく学び、
挑戦は楽しんで！

2024年同窓会賞受賞者

井口 聖 氏

同窓会賞受賞者から在学生に  贈る言葉

【受賞内容】
東アジア、北米、欧州の共同プロジェクトであるアルマ
望遠鏡計画に東アジアのプロジェクトマネージャーとし
て参画し、アルマ望遠鏡の建設の完遂、その後の定常
運用への移行へと国際的に大きく貢献した。

【略歴】
1995年	国立電気通信大学電気通信学部電子工学科卒業
2000年	国立電気通信大学大学院電気通信学研究科博士後期課程電子工学専

攻修了
2000年 国立天文台中核的研究機関研究員
2001年	国立天文台助手
2007年	自然科学研究機構国立天文台准教授及び総合研究大学院大学准教授
2012年	自然科学研究機構国立天文台教授及び総合研究大学院大学教授
	 現在に至る
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令和7年度 目黒会賞受賞者一覧 （五十音順）

目黒会賞とは
目黒会賞は各年度の学域卒業生および大学院修了生の内、成績優秀な者として、学内選考委員会によって選
考され、電気通信大学長から推薦された方々を、一般社団法人目黒会が表彰するものです。

Ⅰ類
石原皐太郎
上川　雅弘
北風　陵汰
白井　奏冴
杉本　雛梨
杉本　隆平
田　　梓岐
成田　　遥
馬場　雄大
原　　愛貴
代市三志郎
米田　岳斗

Ⅱ類
石田　蒼依
上野　輝哉
加藤　　涼
門脇　瑠友
鐘ヶ江僚太
岸川　駿平
後藤　　樹
小林　裕幸
照沼　志帆
戸北宗一郎
松本　拓真
三浦　太平
森脇　拓哉
渡邊　一太
渡邉　穂高

Ⅲ類
大出　蒼空
荻野　恭一
奥山　晃希
加藤　巧武
菅　　翔平
寺田　陽貴
内藤　　守（総代）
光田優太郎
八木　俊洋
𠮷田　智理

先端工学基礎課程（K課程）
山田　晃嗣

情報理工学域� 学域合計38名

情報学専攻（J専攻）
石橋　宙希
大井　邦彦
迫　　琉奈
佐野　遵平
信太　浩睦
祖父江迪瑠
田邊　　光
中溝　雄斗

情報・ネットワーク工学専攻（I専攻）
足羽　瞳子
有吉　良太
神崎　涼司
佐藤　洸太
三納　侑樹
高木　志門
隼田　　駿
日高俊太郎
森山　陽介
湯澤　昂平

機械知能システム学専攻（M専攻）
宇梶　尚弥
河上　　響
草間　健吾
中村　裕哉（総代）
藤井　　樹
村上　和也

基盤理工学専攻（S専攻）
伊藤　悠哉
上田　朔也
小野田元喜
栗原　蒼志
小林　大朔
佐藤　千寛
谷屋　勁治
成田　理亮

情報理工学研究科� 大学院合計32名
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令
和
8
年
3
月
19
日
（
木
）
に
「
令
和
7
年
度
電
気
通
信
大
学

御
退
任
記
念
祝
賀
会
」
が
調
布
ク
レ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
6
名
の
教
職
員
の
方
が
定
年
退
任
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
祝
賀
会
は
、
学
術
院
長
・
情
報
理
工
学
研
究
科
長
の
仲
谷
教

授
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
ご
出
席
の
教
職
員
の
方
が
ご
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
田
野
学
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、
村
松
理
事
の
ご
挨
拶
と

ご
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
歓
談
の
あ
と
、
ご
退
任
さ

れ
る
教
職
員
の
方
か
ら
研
究
や
学
生
の
思
い
出
、
電
通
大
を
良
く

す
る
話
、
留
学
生
に
対
す
る
熱
い
思
い
な
ど
、
感
慨
深
い
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
岡
理
事
か
ら
祝
辞
と
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
ご
退
任
さ
れ
る
教
職
員
の
ゆ
か
り
の
方
々
か
ら

の
花
束
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
目
黒
会
の
森
会
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、
教

員
と
し
て
は
定
年
の
節
目
で
あ
る
西
岡
理
事
と
学
長
を
退
任
さ
れ

る
田
野
学
長
に
大
学
側
か
ら
は
記
念
品
と
花
束
が
、
目
黒
会
か
ら

は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
阪
口
学
術
院
長
・
情
報

理
工
学
域
長
か
ら
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
出
席
者
全
員
で
集
合

写
真
を
撮
影
し
、
祝
賀
会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

田
野
学
長
の
ご
祝
辞
（
要
約
）

長
い
間
電
通
大
の
教
員
と
し
て
電
通
大
の
た
め
に
活
躍
し
て
頂

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
の
お
か
げ

で
電
通
大
が
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

例
年
こ
の
場
で
は
長
い
で
す
よ
と
い
う
話
と
短
い
で
す
よ
と
い

う
話
の
2
つ
を
し
て
い
ま
す
。
今
、
皆
さ
ん
は
65
歳
だ
と
思
い
ま

す
。
余
命
は
長
い
で
す
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
健
康
年
齢
は
短
い
で
す
。
焦
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

例
年
は
「
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
な
く
な
っ
て
寂
し
く

な
り
ま
す
。」
で
し
た
が
、
今
年
は
そ
う
で
は
な
く
て
、「
一
緒
に

楽
し
く
出
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
気
持
ち
で
送
り
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

村
松
理
事
の
ご
祝
辞
（
要
約
）

4
人
の
先
生
方
と
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
お
世
話
に
な
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
米
田
先
生
と
は
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
電
通
大
や
レ
ー
ザ
ー
研
の
将
来
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

本
日
開
催
さ
れ
た
学
長
ト
ー
ク
の
中
で
、
養
老
孟
司
氏
の
よ
う

に
退
職
す
る
と
空
が
青
く
見
え
る
と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

米
田
先
生
に
は
ま
だ
青
空
は
見
え
な
い
こ
と
を
存
じ
あ
げ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
調
べ
た
と
こ
ろ
田
野
学
長
も
4
月
1
日
は
学
長
顧

問
と
し
て
の
初
出
勤
日
な
の
で
青
い
空
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
電
通
大
を
去
っ
て
い
く
教
職
員
の
方
た
ち
の
ご
多
幸

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
挨
拶
に
代
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
岡
理
事
退
任
の
ご
挨
拶
（
後
日
投
稿
）

小
学
校
入
学
前
か
ら
電
子
工
作
を
覚
え
、
九
歳
の
誕
生
日
に
半

田
ご
て
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
、
半
田
付
け
と
ド
リ
ル
や
シ
ャ
ー
シ

パ
ン
チ
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
デ
ィ
オ

ア
ン
プ
、
送
信
機
や
ア
ン
テ
ナ
、
等
々
、
た
く
さ
ん
の
機
器
を

作
っ
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
通
信
技
術
者
を
目
指
し
、
二
十
歳
で
本
学
の
通
信
工

学
科
の
三
年
次
に
編
入
し
た
時
か
ら
第
二
の
人
生
が
始
ま
り
ま
す
。

当
時
編
入
可
能
な
大
学
は
東
大
、
千
葉
大
、
農
工
大
、
電
通
大
な

ど
、
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
電
通
大
は
十
五
分
間
の
面
接
だ
け
で

入
学
を
許
し
て
く
れ
た
優
し
い
大
学
と
思
い
き
や
、
三
年
次
一
年

間
で
八
十
単
位
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
試
験
を

受
け
た
の
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。
研
究
室
に
入
っ
て
か
ら
は
休
み

の
な
い
生
活
で
し
た
が
、
二
十
四
歳
で
助
手
に
採
用
さ
れ
「
研
究

し
て
遊
ん
で
い
れ
ば
い
い
。
良
い
デ
ー
タ
が
出
た
と
き
に
か
っ
こ

い
い
論
文
を
書
き
な
さ
い
。」
と
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。五

十
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
基
盤
理
工
学
専
攻

に
移
り
ま
し
た
。
直
ぐ
に
専
攻
長
に
選
出
さ
れ
、
こ
の
あ
た
り
か

ら
、
学
内
の
先
生
方
と
の
お
酒
の
お
付
き
合
い
が
増
え
、
五
十
代

終
わ
り
の
頃
に
は
、
学
域
長
に
選
出
さ
れ
管
理
業
務
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
第
三
の
人
生
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

一
年
は
直
ぐ
に
経
過
す
る
感
覚
で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
一
年
が

三
年
分
く
ら
い
に
感
じ
ま
し
た
。
未
経
験
の
仕
事
が
増
え
る
と
時

間
の
経
つ
の
が
遅
く
感
じ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
年
齢
が
上
が
る
に

連
れ
て
時
間
の
感
覚
は
ど
ん
ど
ん
長
く
な
り
、
最
後
の
二
年
は

二
十
年
位
に
感
じ
ま
し
た
。
新
し
い
仕
事
に
出
会
う
機
会
が
増
え
、

考
え
事
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
第
四
の
人
生
を
迎
え
ま
す
。
長
い
修
学
期
間
が
終

わ
り
、
や
っ
と
卒
業
で
す
。
十
代
の
頃
の
よ
う
に
趣
味
に
没
頭
し
、

一
年
が
一
瞬
で
終
わ
る
日
々
に
戻
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
四
十
五
年
間
に
わ
た
る
お
付
き
合
い
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
退
任
記
念
祝
賀
会
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退任のご挨拶

令和7年度ご退任者

小島　年春	 垂井　　淳

三瓶　嚴一	 安井　正憲

米田　仁紀	 笠原ゆう子

30
年
余
り
を
振
り
返
っ
て

平
成
6
年
に
電
気
通
信
大
学
に
着
任
し
て
以
来
、
早

い
も
の
で
30
年
余
り
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
振
り
返

れ
ば
長
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
向
き
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

分
子
生
物
学
を
専
門
と
す
る
私
に
と
っ
て
、
電
通
大

の
先
生
方
の
研
究
は
難
解
で
、
理
解
が
追
い
つ
か
な
い

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
幅
広
い

分
野
に
触
れ
、
学
び
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

私
の
居
室
は
東
6
号
館
に
あ
り
、
西
側
の
眺
望
が
開

け
て
い
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
は
、
丹
沢
山
系
、
富
士
山
、

大
菩
薩
峠
、
秩
父
の
峰
々
、
さ
ら
に
は
群
馬
県
の
山
々

ま
で
一
望
で
き
、
朝
に
登
学
し
て
ま
ず
そ
の
景
色
を
眺

め
て
心
を
整
え
、
調
布
飛
行
場
か
ら
飛
び
立
つ
セ
ス
ナ

を
見
て
爽
快
な
気
持
ち
に
な
っ
て
か
ら
仕
事
を
始
め
る

の
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
4
月
か
ら
こ
れ
ら
が

日
常
の
風
景
で
な
く
な
る
こ
と
を
思
う
と
、
寂
し
さ
を

覚
え
ま
す
。
30
年
以
上
も
の
間
こ
こ
で
過
ご
し
て
き
た

こ
と
を
思
い
返
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
胸
に
去

来
し
、
寂
寥
の
思
い
が
募
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

着
任
当
初
の
電
通
大
は
、
今
よ
り
も
緑
が
豊
か
で

あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
校
内
で
は
狸
や
ア

基盤理工学専攻 教授

三瓶嚴一

オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
、
楢
の
木
に

は
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
集
ま
り
、
1
本
の
ア
オ

キ
に
タ
マ
ム
シ
が
乱
舞
す
る
光
景
に
驚
か
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
時
代
と
と
も
に
構
内
の
建
物
が
増
え
、

木
々
が
伐
採
さ
れ
、
こ
う
し
た
生
き
物
の
姿
が
少
し
ず

つ
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、生
物
学
者
と
し

て
寂
し
い
限
り
で
す
。
し
か
し
、
大
学
の
発
展
の
た
め

に
は
避
け
ら
れ
な
い
変
化
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
大

学
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
電
通
大
の
さ
ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
研
究
と
教
育
の
場

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
電
気
通
信
大
学
、
そ
し
て
長
年

に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
多
く
の
教
職
員
の
皆

様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
と
も
に
研
究
に
励
ん
で
く
れ
た
多
く
の
学

生
の
皆
さ
ん
に
も
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
の
電
通
大
生
活

「
安
井
君
、
電
通
大
っ
て
知
っ
て
る
か
ぁ
」
阪
大
時
代

の
指
導
教
授
に
よ
る
こ
の
一
言
か
ら
、
私
の
電
通
大
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

基盤理工学専攻 准教授

安井正憲
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2026-1

1
9
8
7
年
10
月
に
赴
任
し
た
当
時
、
東
地
区
キ
ャ

ン
パ
ス
は
再
開
発
前
で
し
た
。
D
棟
や
E
棟
の
玄
関
前

（
メ
ン
ス
ト
側
）
に
は
大
き
な
樹
木
が
茂
り
、
緑
豊
か
な

印
象
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
の
採
用
と

同
時
に
、
材
料
科
学
科
（
S
科
）
と
物
理
工
学
科
（
P

科
）
が
統
合
さ
れ
、
電
子
物
性
工
学
科
（
F
科
）
が
誕

生
し
ま
し
た
。
た
だ
、
在
学
生
は
ま
だ
旧
学
科
に
所
属

し
て
い
た
た
め
、
私
が
初
め
て
受
け
持
っ
た
授
業
は
2

年
次
の
「
材
料
科
学
実
験
I
」
で
し
た
。
新
学
科
向
け

の
学
生
実
験
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
他
の
先
生
方
と
あ

れ
こ
れ
議
論
し
た
こ
と
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
こ

の
時
作
り
上
げ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
現
在
の
Ⅲ
類
化

学
生
命
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
5
年
度
か
ら
は
、
前
年
度
に
開
設
さ
れ
た
機

器
分
析
セ
ン
タ
ー
の
助
教
授
に
着
任
し
ま
し
た
。
研
究

室
や
担
当
す
る
学
生
実
験
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

翌
年
か
ら
大
学
院
の
講
義
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
、

そ
の
準
備
に
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
部

の
物
理
化
学
関
連
の
講
義
担
当
も
順
調
に
（
？
）
増
え

て
い
き
、
あ
る
時
、
上
司
か
ら
「
電
気
回
路
の
講
義
も

で
き
る
で
し
ょ
？
」と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一

言
で
、
化
学
系
の
教
員
で
あ
り
な
が
ら
電
気
回
路
学
を

教
え
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
、
X
線
結
晶
構
造
解
析
を
用
い
て
、
主

に
有
機
結
晶
の
構
造
と
物
性
の
相
関
を
追
究
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
電
子
密
度
分
布
解
析
を
通
し
た
、
分
子
内
・

分
子
間
の
相
互
作
用
に
関
す
る
詳
細
な
議
論
を
専
門
と

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
色
素
分
子

と
タ
ン
パ
ク
質
の
相
互
作
用
に
よ
る
円
二
色
性
ス
ペ
ク

ト
ル
の
発
現
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
詳
細
を
X
線
結
晶

構
造
解
析
で
解
明
す
る
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
長
年
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
な
い
時
期
が
続
き

ま
し
た
が
、最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、い
く
つ
か
の
例

で
構
造
解
析
ま
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
粘
り

強
く
取
り
組
ん
で
く
れ
た
歴
代
の
学
生
た
ち
の
努
力
に

は
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
マ
イ
ペ
ー
ス
に
教
育
・
研
究
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
も
、
学
科
・
専
攻
の
先
生
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
電
通
大
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
職
に
あ
た
っ
て

私
が
本
学
に
着
任
し
た
の
は
1
9
9
6
年
4
月
、
本

学
に
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
1
年
後
の

こ
と
で
す
。
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
以
前
は
、

本
学
配
置
の
大
使
館
推
薦
国
費
研
究
留
学
生
は
旧
東
工

大
で
6
か
月
間
の
予
備
教
育
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
私

は
非
常
勤
講
師
と
し
て
旧
東
工
大
で
の
予
備
教
育
で
日

本
語
を
教
え
て
い
た
の
で
、
本
学
の
留
学
生
と
の
関
わ

り
は
30
年
を
優
に
超
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

着
任
以
来
29
年
の
間
に
は
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
国

際
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
に
な
り
、
さ
ら
に
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
を
経
て
現
在
の
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
と
名
称

が
変
わ
り
ま
し
た
。
留
学
生
30
万
人
計
画
を
は
じ
め
と

す
る
国
の
施
策
、大
学
本
体
の
学
科
再
編
、法
人
化
、改

国際教育センター 教授

笠原（竹田）ゆう子

組
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
そ
の
時
々
で

変
化
し
た
も
の
の
、「
留
学
生
（
受
入
・
派
遣
）
の
留
学

目
的
の
達
成
を
助
け
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
指
導
、

助
言
を
行
う
」
と
い
う
留
学
生
セ
ン
タ
ー
設
置
当
初
か

ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

が
本
学
に
勤
務
し
て
幸
せ
だ
っ
た
の
は
、
そ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
共
有
し
、
共
に
汗
を
流
す
先
生
方
が
常
に
周

り
に
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に

は
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
特
に
、
小
山
直
人
先
生
、
奥

山
直
樹
先
生
、
池
田
裕
先
生
に
は
着
任
当
初
か
ら
本
当

に
多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
出
会
っ
た
留
学
生
達
の
お
か
げ
で
豊
か
な
経
験

と
学
び
を
得
る
こ
と
の
で
き
た
日
々
で
し
た
。
歴
代
の

セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ
め
と
し
た
、
留
学
生
教
育
や
セ
ン

タ
ー
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
学
科
・
類
・
専
攻
の
先
生

方
、
日
本
語
非
常
勤
講
師
の
先
生
方
、
セ
ン
タ
ー
事
務

の
方
々
、
現
国
際
課
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
の
皆
様
、

C
I
F
A
や
M
I
F
O
等
地
域
で
留
学
生
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
充

実
し
た
29
年
を
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
電
気
通
信
大
学
と
同
窓
会
の
こ
れ
か
ら
の

発
展
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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目黒会グループ会のご案内
電気通信大学同窓生の多くの皆様がグループの活動を通じて同窓生交流を深め
る活動をされております。目黒会は「目黒会グループ会」という連携窓口組織を設
け、グループとの情報交流を進めております。グループ会に登録されれば、活動
補助金の交付とあわせて、同窓会誌や目黒会ホームページでグループ活動が紹介
されますので、是非ともグループ会への登録をお願い申し上げます。

目黒会グループ会登録一覧（2026年3月31日現在。カテゴリー別登録順。現96グループ）
NO グループ名 メンバー数 代表者
〈研究室同窓会〉
1 古荘研究室OB・OG会 18 仁科　雅弘
2 IEゼミ *1 552 志賀　智一
3 ヒトヨシ会（坂本和義研究室同窓会） 252 水戸　和幸
4 長森研ＯＢ会 25 金子　文雄
5 尾内・林研究室 OBOG 会 50 筒石　賢央
6 小島研OB･OG会 44 小島　年春
7 萩野研OB･OG会 200 高木　国男
8 田中基康研究室 45 田中　基康
9 石川・結城研究室OB会 325 結城　宏信
10 江木研究室同窓会 31 江木　啓訓
11 明・佐藤研究室OBOG会 500 下条　　誠
12 水戸研究室同窓会 103 水戸　和幸
13 奥野研究室同窓会 12 極檀　紘希
14 小池研同窓会 99 鈴木　崇弘
15 柏原昭博研究室同窓会 20 後藤　充裕
16 角田・赤池研究室同窓会 230 石原佐和子
17 山本佳世子研究室同窓会 23 金井　治樹
18 三木・來住研OB・OG会 8 松浦　基晴
19 山藤研同窓会 9 三宅　基夫
20 植野研究室同窓会 60 宇都　雅輝
21 宇都研究室同窓会 22 宇都　雅輝
22 通機会（機械系研究室卒業生） 500～1000 小柳　　洋
23 梶本研究室同窓会 20 梶本　裕之
24 美濃島・浅原・加藤研究室同窓会 59 加藤　峰士
〈企業同窓会〉

1 電気通信大学企業家懇話会（略称：EATEC（イーテック）） 57 藤崎　正範

2 松下調布会関西 42 吉田　　純
3 JR東日本目黒会 113 浦壁　俊光
4 シャープ目黒会 20 宮澤　友和
5 IHI電通大ＯＢ・ＯＧ会 81 原　　裕樹
6 AT-UEC会（NTT-AT社内OB会） 98 高橋　真之
7 ドコモ目黒会 347 中瀬　直晃
8 3M電通大OB＆OG会 19 大橋　　学

〈サークル同窓会〉
1 素光会（剣道部同窓会） 288 木村　裕之
2 自動車部ＯＢ会 80 中川　　悟
3 ラグビー部OB会 200 小宮　幹夫
4 ワンダーフォーゲル部ＯＢ会 170 小柳　　洋
5 ヴェルテン会（管弦楽団ＯＢ　S33年代） 22 兒玉　敦行
6 陸上競技部後援会 121 小野寺　順
7 英会話部OB・OG会 33 遠藤　直樹
8 硬式野球部OB会 164 西田　知弘
9 学友会執行委員会08,09 OB会 60 島崎　俊介
10 とり松友の会（管弦楽団ＯＢ　S57卒） 22 竹田　智彦
11 ヨット部同窓会（黒艇会） 180 木下　敬裕
12 東洋哲学研究会同窓会 30 鯨井　源一
13 短大バスケットボール部OB会 50 羽角　和正
14 フェリシア会（競技ダンス研究部ＯＢ・ＯＧ会） 355 川瀬　克行
15 柔道部OBOG会 20 渕　　佑介
16 軟式野球サークルたまぁ～ずOB会 100 石橋　　融
17 体育会バレーボール部 OB･OG会 100 大和いずる
18 海洋部OBとその仲間たち 20 麻田　直人

NO グループ名 メンバー数 代表者
19 親岳会（短大山岳部） 29 坂本　　薫
20 グリークラブOB会 484 宮本　美則
21 ゴルフ部OB・OG会 80 赤澤　　隆
22 バスケットボール部とげぬき会 45 水町　佳宏
23 WEO卒業生楽団 27 山崎　智樹
〈同期会・クラス会〉
1 S40Sクラス会 33 羽生　利通
2 RB38年入学クラス会 37 津田　　宏
3 六八会（1968年短大入学同期会） 60 勝本　研一
4 S50Dクラス会 31 増田　悦夫
5 S44T入学クラス会 29 渡邊　隆一
6 UEC御宿友の会（S35卒同期会） 20 中村　善明
7 S1966会（S41年入学S科クラス会） 23 塩澤　和夫
8 S52卒仲間の同期会 13 小林　俊英
9 S38Eクラス会 26 木村　光照
10 電通大40Tクラス会 31 三木　哲也
11 60Tクラス会 42 原　　裕樹
12 52D同期会 13 渡辺　一夫
13 48R同窓会 40 菅野　政孝
14 P50卒クラス会 32 角田　吉規
15 電通大36Bクラス会 26 岡崎　　宏
16 ハムの会（S37通信機械工学科入学生同期会） 29 久野　輝夫
17 短大70年代友人の会 40 山下　久雄
18 31B（通信経営科）クラス会 11 小林　範久
19 S31通別クラス会 15 佐藤　謙二
20 60N同窓会 25 中里　明子
21 通信工学科68年同期会 34 中村　　達
22 S41入学/S45卒業Eクラス会 35 早川　和彦
23 53C同期会 61 関　　和郎
24 64E入学同窓会（64年入学電子工学科の会） 23 小沼　　博
25 UEC73R同窓会 33 大家　万明
26 73年卒業M科OB会 20 中山　良一
27 M1995&1996入学クラス会 7 中田祐美惠
28 1978S科入学同期会 22 佐々木浩幸
29 73Eクラス会 8 宝槻　　稔
30 83Bクラス会 21 谷口慎一郎
31 S46経営工学同期会 29 小谷野典夫

〈地域・趣味・その他〉
1 電気通信大学技術士会 49 遠峰　　徹
2 UEC WOMAN 女子会 200 岩本　茂子
3 小田急沿線（ＯＥＲ）気楽な会 56 春日　正好
4 電通大無線の会 115 高橋　真之
5 おもちゃの病院 15 山森　信生
6 電気通信大学 沖縄県人会 21 島崎　俊介
7 子ども作文研究会 *2 12 石川　良教
8 ひよっこ技術者交流会 10 森　　健太
9 Mexico-UEC 25 中野まり子

10 双乃会（そうだいかい。特許・知的財産関連の従事者の集まり） 398 志水　英貴

*1	 平島正喜研究室、長谷川伸研究室、林泉研究室、御子柴茂生研究室、志
賀智一研究室の教員及び卒業生

*2	 キャリア教育の現・元特任講師による子ども国語教育研究会作文指導
教室

https://megurokai.jp/home2/group/
https://megurokai.jp/lounge/category/enjoys/
https://megurokai.jp/lounge/category/enjoyr/
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美
濃
島
・
浅
原
・
加
藤
研
究
室
同
窓
会

美
濃
島
・
浅
原
・
加
藤
研
究
室
は
、
2
0
1
3
年
に

先
進
理
工
学
専
攻
に
て
美
濃
島
研
究
室
と
し
て
創
設
さ

れ
、
基
盤
理
工
学
専
攻
へ
の
改
組
、
浅
原
研
・
加
藤
研

の
誕
生
を
経
て
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
現
在
の
所
属
学

生
は
20
名
程
度
と
大
所
帯
で
、
2
0
0
5
年
に
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
た
光
周
波
数
コ
ム
（
光
コ
ム
）
光
源
を

中
心
に
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
光
源
の
開
発

は
も
ち
ろ
ん
、
高
精
度
ガ
ス
分
光
や
高
精
度
長
距
離
測

定
、
瞬
時
3
次
元
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
へ
の
応
用
な
ど
、
光

コ
ム
の
持
つ
圧
倒
的
な
制
御
性
、
高
精
度
性
を
最
大
限

に
活
か
し
た
様
々
な
研
究
を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
当
研
究
室
に
お
け
る
卒
業
生
と
在
学
生
の
最
も
重

要
な
交
流
の
場
と
し
て
、
年
に
1
回
、
本
学
の
大
学
祭

で
あ
る
「
調
布
祭
」
の
期
間
に
合
わ
せ
て
、
大
学
内
で

立
食
形
式
の
O
B
O
G
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
O
B
O
G
会
に
は
、
毎
年
多
く
の
卒
業
生
が
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
世
代
を
超
え
た
貴
重
な
情
報
交

換
と
親
睦
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
室
の
O
B
O
G
会
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、

大
学
に
て
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
卒
業
生
が
現
在
の

実
験
室
を
見
学
で
き
る
点
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
実
験

設
備
や
現
在
の
研
究
内
容
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
昔
と

変
わ
ら
な
い
部
分
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
つ
つ
、
同
時
に

研
究
室
の
発
展
ぶ
り
に
驚
か
れ
る
卒
業
生
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
O
B
O
G
会
は
在
学
生
に
と
っ
て
も
非
常
に
有

益
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
就
職
活
動

を
控
え
て
い
る
学
生
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
学
生
た
ち
は
、
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
先
輩
方
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
光
学
・
通
信
業
界
の
動
向
や
企
業
で
の
具
体
的
な

働
き
方
、
就
職
活
動
に
向
け
た
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
大
学
内
や
一
般
的
な
就
活
イ
ベ
ン
ト
で
は
得
ら

れ
な
い
「
生
の
声
」
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て

大
い
に
機
能
し
て
い
ま
す
。

写
真
1
は
O
B
O
G
会
の
様
子
で
す
。
中
央
の
机
で

は
、
在
学
生
が
準
備
し
た
飲
食
物
が
並
び
ま
す
。
様
々

な
場
所
で
、
教
員
・
卒
業
生
・
在
学
生
の
交
流
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

写
真
2
は
O
B
O
G
会
の
集
合
写
真
で
す
。2
0
2
5

年
度
は
計
41
名
の
参
加
で
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
調
布
祭
に
お
け
る
O
B
O
G
会
を
大

切
な
伝
統
と
し
て
継
続
し
、
卒
業
生
・
在
学
生
・
教
員

の
全
員
に
お
い
て
有
意
義
な
交
流
が
図
れ
る
場
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

美
濃
島
・
浅
原
・
加
藤
研
究
室
同
窓
会
代
表

加
藤　

峰
士
（
2
0
0
6
年
量
子
物
質
工
学
科
入
学
）

写真2

写真1
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73
E
ク
ラ
ス
会

73
E
の
ク
ラ
ス
会
を
2
0
2
4
年
、2
0
2
5
年
と

2
年
続
け
て
開
催
し
ま
し
た
が
、
実
は
2
0
2
4
年
に

開
催
し
た
ク
ラ
ス
会
は
卒
業
（
1
9
7
7
年
）
以
来
と

い
う
、
実
に
卒
業
後
47
年
ぶ
り
と
い
う
快
挙
（
？
）
で

し
た
。

我
々
73
E
は
卒
業
後
ク
ラ
ス
会
と
い
う
も
の
を
行
っ

た
事
が
な
く
半
世
紀
近
く
経
過
し
た
の
で
し
た
が
、
卒

業
後
企
業
な
ど
に
就
職
し
現
役
の
間
は
そ
う
い
う
催
し

が
無
か
っ
た
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
企
業
を
リ
タ
イ
ア
し
て
よ

う
や
く
周
囲
の
事
に
気
を
配
る
時
間
が
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
し
て
歳
を
と
り
ま

す
と
同
窓
の
集
ま
り
と
か
、
そ
う
い
う
し
が
ら
み
の
な

い
集
い
と
い
う
の
が
嬉
し
く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

ク
ラ
ス
会
の
き
っ
か
け
は
初
め
に
米
国
在
住
の
比
田

井
君
か
ら
お
声
掛
か
り
が
あ
り
、
聞
く
と
同
窓
会
誌

（
調
布
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
私
の
名
前
を
見
つ
け
て
、

目
黒
会
か
ら
つ
な
げ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
事
で
し
た
。

2
0
2
4
年
は
同
研
究
室
か
ら
同
じ
会
社
に
入
社
し
た

藤
澤
君
と
学
生
の
時
か
ら
の
ス
キ
ー
仲
間
だ
っ
た
田
中

君
な
ど
に
も
声
を
掛
け
、
ま
た
目
黒
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
同
窓
会
ラ
ウ
ン
ジ
に
投
稿
し
た
り
、
目
黒
会
か
ら
同

期
の
会
員
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
こ
こ
で

も
お
世
話
に
な
っ
て
磯
崎
君
、
金
子
君
達
と
も
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
、
47
年
ぶ
り
の
リ
ユ
ニ
オ
ン
で
6
名
の

参
加
を
見
る
事
が
で
き
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
勢
い
が
つ
い
て
？
2
0
2
5
年
に
も
比

田
井
君
の
帰
省
に
合
わ
せ
て
2
度
目
の
ク
ラ
ス
会
を
開

く
に
至
り
ま
す
。
今
度
は
2
回
目
で
す
か
ら
、
な
に
か

皆
さ
ん
に
共
通
の
イ
ベ
ン
ト
を
と
い
う
主
旨
で
、
母
校

の
U
E
C
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学

を
企
画
し
ま
し
た
。
U
E
C
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
レ
ト
ロ
な
通
信
機
器
に
懐
か
し
さ

を
覚
え
な
が
ら
、
皆
さ
ん
あ
れ
こ
れ
と
記
憶
を
掘
り
起

こ
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
私
の
居
た
会

社
で
使
わ
れ
て
い
た
機
器
な
ど
も
寄
贈
さ
れ
て
い
て
、

親
近
感
が
あ
り
ま
し
た
。
U
E
C
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学
の
後
、
担
当
の
大
家
理
事

（
73
R
で
同
期
）
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

2
度
目
の
2
0
2
5
年
ク
ラ
ス
会
で
は
、
こ
う
し
て

母
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し
、
新
た
に
加
藤
君
、
藤
田
君
、
二
川
君
の
参
加
を
仰

ぐ
こ
と
が
で
き
、
8
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
少
数
で
の
ク
ラ
ス
会
で
す
。
こ
の
記
事
を

見
て
く
れ
た
方
は
是
非
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
機
会
を
と
ら
え
て
皆
さ
ん
で
の
集
ま
り
を
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
長
年
ク
ラ
ス
会
と
か
開
催
し
て
な
い
ぞ

と
い
う
方
々
、
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
て
み
て
は
如
何
で

す
か
？
目
黒
会
に
訊
ね
て
み
る
の
も
助
け
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

73
E
ク
ラ
ス
会
代
表

�

宝
槻　

稔
（
1
9
7
3
年
電
子
工
学
科
入
学
）

2024年のクラス会

2025年のクラス会
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U
E
C
73
R
同
窓
会

1
9
7
3
年
度
R
科
入
学
の
同
期
会
は
、
毎
年
活
動
を

す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
、
会
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
の
全
体
懇
親
会
は
、
2
0
2
6
年
1
月

25
日
に
調
布
の
居
酒
屋
え
ん
屋
で
懇
親
会
を
開
き
ま
し

た
。
遠
く
は
長
野
県
か
ら
の
参
加
も
含
め
た
9
名
が
集

ま
り
、
新
年
会
を
兼
ね
た
同
期
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

年
度
の
途
中
か
ら
東
京
近
郊
在
住
の
メ
ン
バ
ー
の
間
で
、

某
餃
子
店
の
誕
生
日
会
餃
子
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
仕
掛
け
を

活
用
し
て
、
誕
生
日
会
を
や
ろ
う
と
い
う
事
に
な
り
、

9
月
か
ら
順
次
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
継
続
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
年
齢
の
数
だ
け
、
餃
子
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ

る
の
で
、
お
財
布
に
も
優
し
く
懇
親
会
を
楽
し
ん
で
い

て
、
順
次
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。
3
月
の
誕
生

日
会
で
は
7
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
10
回
来
る
と
、

1
0
0
個
の
餃
子
が
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
事
で
、
計
算

上
は
毎
月
集
ま
り
が
楽
し
め
そ
う
で
す
。
ま
た
、

U
E
C
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
学

術
調
査
員
と
し
て
協
力
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
複
数
居

て
、
3
月
24
日
に
行
わ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
別
館
の

オ
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2025年9月　第一回73R誕生日会（餃子の会）
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資格名：技術士（経営工学部門）
認定機関名：公益社団法人　日本技術士会
取得日：令和7年4月17日
資格の概要：生産管理、品質管理、物流、情報シス 
テム、業務プロセス改善などを対象とし、企業活動の
効率化や高度化に関する専門的な知識と応用能力を
認定する国家資格です。一次試験と二次試験で構成さ
れ、二次試験合格後に登録することで、合格した部門
名(全21部門)を用いて「技術士（○○部門）」とい
う肩書きを表示することができます。

■ 資格取得のきっかけ
契機はコロナ禍の中の2020年でした。サプライ

チェーンの混乱に直面し、従来の紙やExcel主体の
管理では迅速な意思決定が困難であると痛感しまし
た。私はこの危機を打破すべく、IoTを活用した生産
工程の可視化やデータ駆動型の工程改善に挑む中で、
文部科学省が定義する「技術士に求められる資質能
力（コンピテンシー）」を知りました。この定義の中
には「35歳前後の技術者が、豊かな創造性を持って
複合的な問題を明確にして解決できる技術者(技術
士) として活躍することが期待される。」という記載
があり、当時その年齢に差し掛かっていた私にとっ
て、自身のキャリアを体系化し、技術者としての指
針を再構築する絶好の目標となりました。

■ 資格取得で苦労した点
特に苦労したのは二次試験の論文対策です。実務で

は自部門の最適化に偏りがちですが、試験では全体最
適、安全・倫理、説明責任といった多角的な視点が不
可欠です。自身のプロジェクトを「課題・原因・対策・
波及効果」の枠組みで構造化し、論理の飛躍を排除す
る訓練を重ねました。また、仕事と家庭の両立も大き
な課題でした。平日の通勤時間で論文構成を練り、週
末に答案を手書きする練習を繰り返し行いました。数
日後に客観的な視点で見直し、「結論の明快さ」や「具
体性」を自ら厳しく添削しました。口頭試験に向けて
は、社内の技術士会による模擬面接で指摘を受け、対

話を通じて技術士としてのコンピテンシー、技術的妥
当性の説明能力を磨き上げました。

■ 資格取得後の変化とメリット
取得後は、社内外での信頼が高まりました。責任あ

る役割を担うようになっています。
また、日本技術士会での異業種交流を通じ、AIや

IT分野の最新事例に触れることで、視野が大きく広が
りました。さらに、自身の経験が国家資格によって裏
付けられたことで、ステークホルダーに対する提案の
説得力が飛躍的に向上したと感じています。

■ 資格取得を目指す方へのアドバイス
まずは自身の業務経験を棚卸しし、成功・失敗の両

面から学びを言語化することが重要です。「課題・分
析・対策・成果」の論理構成を意識した過去問演習を
繰り返してください。また、独学に固執せず、先輩技
術士の助言を得ることで自身の視座が高まります。技
術士資格の取得への道のりは決して平坦ではありま
せんが、技術者としての地平を広げるまたとない機会
です。挑戦する価値は大いにあります。ぜひ目指して
ください。

会員活動紹介

技術士（経営工学部門）の紹介 齋藤 拓也
2008年 量子物質工学科入学

暮らしやビジネスの相談ごとに役立つ同窓生をご紹介

お役立ち情報

取得した技術士登録証（一部マスキング箇所有）

https://megurokai.jp/lounge/category/useful/
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もっと多くの同窓生の「今」を知りたい。
そんな思いから設けたコーナーです。
＊学科の年表記は入学年です。

メッセージ
（近況報告）

【近況】�笹野耕治� 1964 電波工学科
81歳になりました。先日夫婦で金婚式の写真を撮りました。

【近況】�坪田秀彦� 1973 情報数理工学科
今はシーズンオフ（2月28日現在）ですが、6月頃から
はまた近くの河川へ、特定外来生物であるブラックバス釣
りに時々出かけていると思います。元は心無い者が放流し
て広がったものと思われますが、繁殖力が強く苦慮してお
ります。毎年漁協でも、電気ショッカーを用いた特別採捕
と併せて駆除を行っていますが、一向に数が減りません。

【仕事】�大舘正明� 1973 情報数理工学科
昨年夏に損保の保険計理人を引退しましたが、日本アク
チュアリー会には引き続き所属しています。電通大からア
クチュアリーになる人はほとんどいませんが、やりがいが
あり待遇も良く、長く働ける職業なので、数学が得意な方
にはお薦めしたい仕事です。

【近況】�小泉　務� 1978 機械工学科
入社以来、茨城県にある核燃料サイクル技術開発業務や、
福島第一原発の廃炉業務を経て退職しました。その後の協
力会社での業務も既に5年が過ぎ、これからの仕事への取
り組み、趣味のテニス、そして元気なうちに家族との時間
を大切にしたいといった様々な気持ちの中で、将来計画を
考えている今日この頃です。

【仕事】�島田　明� 1979 電子工学科
セイコーインスツル（株）で18年、職業能力総合大学校
で8年（准教授職）、芝浦工業大学で17年（教授職）を過
ごしましたが、2026年3月に退職いたしました。趣味の
クライミングは、これからも継続する予定です。

【近況】�山崎洋式� 1982 機械工学科編入
今年65歳。会社員というレールを来年3月で卒業します。
特許や論文を検索すれば、私の妙な『悪あがき』の記録が
山ほど出ますが、それらも全て、1300度の火花と数式が
織りなすFrontierの記憶です。さて余生は、学生時代に挫
折したマンガ家への道を再起動させようかと画策中。解析
入門を解いていた頃の鋭い感性を取り戻し、今度はキャン
バスの上で暴走列車を走らせます。返品不可の欲望と共に。

【仕事】�談　莫東� 2009 量子・物質工学科
4社目となる外資系IT企業に入社して2年が経ち、現在は
部門の技術教育などを担当するリーダーを務めています。
また、弁理士試験に挑戦しており、今年で3年目になります。
技術と知財の両面から力を磨く日々を送っています。

【仕事】�中澤　洋� 2011 総合情報学科
SES（システム開発支援）という形態で8年ほど、様々な
お客様先のITプロジェクトのリーダーとして働いています。

＊以下のような「お便り」は掲載できませんので、あらかじめご了承ください。
●会員個人の近況報告に関する文章表現になっていないもの　●社会規範、公序良俗に反するもの　●他人の権利を侵害し、または他
人の迷惑となるもの　●広告にあたるもの　●その他、目黒会広報委員会が不適切と判断したもの

https://megurokai.jp/lounge/category/message/
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作品名	 ：	床もみじ＠宝徳寺
作者	 ：	時田 清（1968 応用電子工学科入学）
作品紹介	：	群馬県桐生市にある室町時代に創建された臨済宗
の宝徳寺。（京都では瑠璃光院等が有名ですが）本堂の漆黒の
床に照り返る「床もみじ」は今が見頃です。寺はカスタマーフ
レンドリーで、撮影時間が確保できるように本堂への入場が
10-20人＠15分位の間隔で制限され、且つ【撮影のコツは腹
ばいになり床スレスレまでカメラを下げることです】等のガイ
ダンスもありました。
写真の素人が発見した【お勧め】は、午前中は逆光*になるの
で【床もみじのシャッターチャンスは午後】ということです。昼
前に着きましたが、駐車場が一杯で警備員の「昼食をとってか
ら来てくれると『空いて』いて良いですよ」というアドバイス
に従ったので結果として（デジカメですが）良い写真が撮れま
した。
＊写真のプロは「【紅葉本体は逆光で撮影】すると太陽の光が葉
に透けてより鮮やかな色合いになる」と言います。納得です！
掲句は、国際俳句協会ＨＩ誌第166号掲載作品。

トピックス

『紅葉・イルミネーション大賞』報告

（１）紅葉大賞2025
「紅葉」の写真を2025年11月1日～ 12月21日の期間内に募集したところ、同窓生の皆様から
23作品のご投稿をいただき、7作品が紅葉大賞に選出されました。

作品名	 ：	成田山公園の流水
作者	 ：	三浦 洋（1975 電波通信学科入学）
作品紹介	：	「成田紅葉まつり」に初めて行ってきました。
紅、黄、緑がほどよく交じったカラフルな眺めの中に、岩肌を滑
り落ちて池にそそぐ水の流れを見つけました。

作品名	 ：	神奈川県大山寺の紅葉
作者	 ：	中谷 敬郷（1962 電波工学科入学）
作品紹介	：	久しぶりに、今年の11月23日勤労感謝の日に大山寺
にお参りしました。毎年この日が来ると大山の紅葉の見事さを思
い出しては懐かしんでいたのですが、今年は決心して電車とバス
に乗って、目で確かめに行ってきました。久しぶりの山歩きで体
力の衰えを身に沁みて感じた一日でしたが、圧倒的な紅葉に大満
足の大山参りでした。

同窓生の皆様の交流を図るため、同窓生交流サイト『同窓会ラウンジ』の
ギャラリー欄を活用して、一年間を通してシーズン毎の地元の行事等を
写真でご投稿いただく企画を実施しています。2025年度下期に実施した
シーズン毎の大賞をご報告いたします。

https://megurokai.jp/lounge/category/gallery_n/
https://megurokai.jp/home2/2025koyo_taisho/
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作品名	 ：	渡月橋
作者	 ：	田辺 亮太（2021 基盤理工学専攻入学）
作品紹介	：	11月末にピークを迎えた六義園渡月橋で撮影。気温1桁で既に
冬の気温でもう秋も終わり。

作品名	 ：	鎌倉（長谷寺）の紅葉
作者	 ：	村島 崇（1981 電波通信学科入学）
作品紹介	：	鎌倉、長谷寺の紅葉です。

作品名	 ：	もみじ湖散策コースにて
作者	 ：	田口 滋昭（1973 電子工学科入学）
作品紹介	：	天候にも恵まれ、色鮮やかな紅葉をゆっくり
楽しめました。

作品名	 ：	平林寺（新座市）の紅葉
作者	 ：	平山 和成（1970 機械工学科入学）
作品紹介	：	新座市の平林寺の紅葉です。
撮影日：2025/11/29
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（２）イルミネーション大賞2025
「イルミネーション」写真を2025年12月13日～ 2026年1月31日の期間内に募集したところ、
同窓生の皆様から9作品のご投稿をいただき、4作品がイルミネーション大賞に選出されました。

作品名	 ：	ブリュッセルの冬、グランプラスにて
作者	 ：	齋川 昂太（2007 知能機械工学科入学）
作品紹介	：	出張先のベルギー・ブリュッセルの世界遺産グ
ランプラスで撮影しました。この時期は音と光のショーが
毎夜開催され、クリスマスの雰囲気を楽しませてくれます。

作品名	 ：	夜にあらわれる光の横浜その1
作者	 ：	田口 滋昭（1973電子工学科入学）
作品紹介	：	横浜臨海部全体で行われているイルミネーショ
ンイベント。みなとみらい地区～赤レンガ倉庫～大桟橋に
かけて、2025年11月24日 横浜ランドマークタワー展望
フロアより撮影。横浜ランドマークタワーは大規模修繕工
事のため年明けから長期休業に入るのでこの夜景が見られ
るのも大みそかまでです。

作品名	 ：	マザー牧場の夕景
作者	 ：	香川 八束（1963 短大
通信科入学）
作品紹介	：	マザー牧場で偶然イル
ミネーションに出逢いました。

作品名	 ：	江ノ島シーキャンドル
作者	 ：	奥山 浩之（1979 機械
工学第二学科入学）
作品紹介	：	江ノ島の灯台、シーキャ
ンドルです。湘南の宝石とうたって
いるだけに、素敵なイルミネーショ
ンでした。関東三大イルミネーショ
ンだそうです。

https://megurokai.jp/home2/2025illumi_taisho/
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一般社団法人目黒会

代議員選挙のお知らせ
2026年6月1日

代議員選挙管理委員会

目黒会は代議員制をとっており、正会員の皆様の代表として代議員を選出し、代議員が

本会の運営上の重要項目を総会にて議決する仕組みとなっております。

代議員は、国内各支部から1名が選出される「支部代表代議員」と支部を問わず全正会

員による選挙で選出される「普通代議員」からなり、それぞれが等しく議決権を有します。

代議員の任期は2年で、2027年3月末に改選の時期を迎えます。 本委員会は2026年4月

以降に代議員選挙の準備作業を開始しております。支部代表代議員候補者は、2026年7月

1日から8月31日までに各支部の規程に従って選出します。普通代議員選挙については、 

2026年9月11日にホームページ上にて立候補者の受付開始を公示し、同年10月31日に受

付を終了する予定となっておりますので、正会員の皆様に予めお知らせいたします。

以上
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電通大研究設備の外部共用のご案内（ARIM事業）
電気通信大学は文部科学省「マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）事業」に参画し、研究
設備センターが保有する研究設備・測定装置の外部共用を行っています。様々な材料の構造解析
や物性評価などが行える20設備（電子顕微鏡や物理特性測定システム、核磁気共鳴装置など）
の機器利用のほか、技術相談にも対応します。企業の技術者から研究機関・大学の研究者まで、
皆様のご利用をお待ちしています。
詳細は右のURLをご覧ください。　https://www.arim.uec.ac.jp/guide.html

＊ARIM事業は、全国26の大学・研究機関が保有する最先端研究設備とその技術・ノウハウを提供し、得
られたデータの集約、利活用に取り組んでいます。

お気軽にご相談、ご連絡ください。
【お問い合わせ窓口】　電気通信大学 研究設備センター ARIM事務局 E-mail: arim@cia.uec.ac.jp

図書館利用証発行サービス
電気通信大学附属図書館への入退館
ができる利用証発行サービスです。

クラス会開催連絡サービス
懐かしい仲間と集いたい同窓生向け
のサービスです。

結婚式お祝いメッセージサービス
ご結婚されるご本人からのご依頼に
よって目黒会から結婚式お祝いメッ
セージをお届けするサービスです。

長寿お祝いメッセージサービス
古希（70歳）、喜寿（77歳）、傘寿

（80歳）、米寿（88歳）、百寿（100
歳）を迎えられる同窓生に長寿お祝い
メッセージを敬老の日にお届けする
サービスです。

会員サービスのご案内

【お問い合わせ窓口】目黒会事務局　E-mail: service@megurokai.jp

https://www.arim.uec.ac.jp/equipment.html
https://megurokai.jp/home2/%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8%E5%88%A9%E7%94%A8%E8%A8%BC%E7%99%BA%E8%A1%8C/
https://megurokai.jp/home2/%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B9%E4%BC%9A%E9%96%8B%E5%82%AC%E9%80%A3%E7%B5%A1%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9/
https://megurokai.jp/home2/%E7%B5%90%E5%A9%9A%E5%BC%8F%E3%81%8A%E7%A5%9D%E3%81%84%E3%83%A1%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9/
https://megurokai.jp/home2/%E9%95%B7%E5%AF%BF%E3%81%8A%E7%A5%9D%E3%81%84%E3%83%A1%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9/
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第13回 電気通信大学ホームカミングデー開催のご案内

＊大学、目黒会ホームページにホームカミングデーの最新情報を随時掲載していきますので、ご注目ください。

ホームカミングデーは卒業生に大学の今を見ていただくとともに、卒業生と大学のつながり
を深めることを目的としています。今年の電通大ホームカミングデーは7月19日（日）に
電通大調布キャンパスで開催されます。この日はオープンキャンパスと同時開催ですので、
研究室公開などにも参加できます。
卒業生の皆様におかれましては、同窓生・恩師・在学生等との交流や親睦を深めていただきたく、お誘い
合わせのうえ、是非ご参加ください。

●日時：2026年7月19日（日）　●場所：電気通信大学調布キャンパス

●歓迎講演会
・新学長挨拶・講演
・目黒会 会長挨拶
・学術講演会（2026年同窓会賞受賞者）

●ウエルカムパーティー（卒業周年記念品贈呈）

●キャンパスツアー（新施設の見学）

●目黒会カフェ（鳥人間サークル機体展示）

●同時開催オープンキャンパス
・研究室公開
・附属図書館公開
・UECコミュニケーションミュージアム公開

プログラム（予定）

鳥人間コンテスト2027
出場権獲得を目指して！

寄付金　1口 1,000円
（何口でも可。できましたら3口以上よりお願いいたします。）

＊詳細は同封のチラシをご覧ください。

寄付金募集

～目黒会も全面的に応援～

※詳細はこちらをご覧ください。

U.E.C.wings
電気通信大学　鳥人間サークル

2026年大会への出場に向けて、機体構造の研究開発および試験機体の製
作を行なってきましたが、残念ながらコンテスト出場権を獲得することがで
きませんでした。2027年大会はチーム記録の更新に向けて、引き続き機体
構造の研究開発および試験機体の製作を行なっていきます。機体製作や試
験飛行など、多額の費用が必要となるため、引き続き同窓生の皆様にご支
援をお願い申し上げます。

https://megurokai.jp/home2/category/homecomingday/
https://megurokai.jp/home2/2026uecwings_kifu/
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第76回調布祭開催のお知らせ
電気通信大学学友会調布祭実行委員会

平素より調布祭実行委員会の活動にご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
この度、第76回調布祭を11月20日㈮から11月22日㈰の3日間にわたり開催する運びとなりました。調布祭
は本学最大の学園祭として、多くの来場者に親しまれてまいりましたが、本年度はその伝統を大切にしつつ、
新たな企画や取り組みにも積極的に挑戦し、これまで以上に魅力ある学園祭の実現を目指しております。
本実行委員会は、100名を超える学生によって構成されており、一人ひとりが主体的に考え、行動しながら、
より良い調布祭を創り上げるために日々活動しております。新しい価値を生み出すことを恐れず、挑戦を重
ねていく姿勢を大切にしながら準備を進めております。
また、調布祭の開催にあたり、個人の皆様ならびに企業・団体の皆様からのご支援を広く募集しております。
皆様からいただいたご寄付は、企画運営の充実や会場設備の整備、安全対策の強化などに活用させていた
だき、より質の高い学園祭の実現に役立ててまいります。
本活動の趣旨にご賛同いただけましたら、誠に恐縮では
ございますが、何卒ご支援・ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。
今後とも調布祭実行委員会への変わらぬご支援のほど、
よろしくお願い申し上げます。

スマートテクノロジーフォーラム（STF）2026
講演会開催のお知らせ

目黒会では、最先端技術に係る講演会「スマートテクノロジーフォーラム」を毎年開催しており
ますが、今年は「量子コンピュータが切り拓く次世代イノベーション －基礎から社会実装への動
向－」というテーマで開催します。

講演会の詳細や参加申し込みについては、目黒会ホームページにて公開しておりますので、詳細を確認していただき、参加登録をお願いします。

講演会
テーマ：量子コンピュータが切り拓く次世代イノベーション －基礎から社会実装への動向－
日時：2026年10月2日（金）14：00～17：40　場所：創立80周年記念会館3階＋Zoomオンライン
参加費：無料
講演内容（予定）：
講演１：量子コンピュータ入門：基礎から最先端まで

法政大学 教授　川畑史郎氏
講演2：金融業界における量子コンピュータの活用

みずほ銀行 情報数理工学研究所 主任研究員　大塩耕平氏
講演3：医療から量子への挑戦と創薬までの課題

国立がん研究センター 先端医療開発センター ユニット長　山下理宇氏
講演4：7量子ビットチップ搭載超伝導量子コンピュータの実機構築と実証

電気通信大学 教授　曽我部東馬氏

https://megurokai.jp/home2/category/stf/
https://www.chofusai.jp/


42

2026-1

会費改定に関する大切なお知らせ
目黒会ではこれまで現行の会費維持に努めてまいりましたが、会費収入と就職支援事業収入によ

る収益構造の弱体化や、昨今の原材料費や配送費の高騰、運営コストの上昇などにより、下記の通
り40年ぶりに会費を改定させていただくこととなりました。

会員の皆様にはご負担をおかけすることとなりますが、今後もより一層のサービス向上に努めて
まいる所存ですので、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

記

1.改定内容
年会費	 5年会費	 10年会費

現会費	 3,000円	 13,000円	 24,000円

新会費	 4,000円	 18,000円	 32,000円

2.改定時期
2027年4月1日納入分より

なお、納入済みの会費について差分を過去に遡って請求することはありません。

同窓会誌1号の配布範囲見直しに関する大切なお知らせ
従来目黒会同窓会誌は6月発行の1号は全会員に、12月発行の2号は正会員（会費納入者）に配布し
てまいりましたが、昨今の郵送費の高騰や紙資源の節約などの観点から、誠に勝手ながら同窓会誌
1号につきましては2027年度より配布範囲を見直すこととなりました。
なお、電子ファイル（PDF）版は目黒会ホームページからどなたでもご覧になることができます。
会員の皆様にはご不便をおかけしますが、同窓会費の適切な運用のために、何卒ご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

記

1. 同窓会誌1号の配布範囲の変更内容

・	【現行】 全会員へ郵送

・	【変更後】過去に会費納入がない会員には原則として同窓会誌を郵送いたしません。

2.変更時期

2027年6月発行分（2027-1号）より

3. 電子ファイル（PDF）版同窓会誌の閲覧方法

同窓会ラウンジの調布ネットワーク（URL：https://megurokai.jp/lounge/category/
magazine/）にて全ページを閲覧いただけます。

https://megurokai.jp/lounge/category/magazine/
https://megurokai.jp/lounge/category/magazine/
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目黒会長野支部支部長、ならびに首都圏総支部顧問を務められた今井
高介氏が、2025年11月10日（月）14時38分に逝去されました。

今井氏は目黒会理事を経て、2013年に長野分会、2016年5月に長野支
部を設立。以来、支部長として組織の基盤強化に多大なるご尽力を賜り
ました。国内支部委員としても数々の改善提案を行い、会議後の懇親会
でも夜遅くまで熱心に議論を交わされた情熱的なお姿は、今も私たちの
心に深く刻まれております。

また、全国各地の支部総会へも積極的に足を運び、会員との親睦を深
めることに心を砕かれました。そのフットワークの軽さと目黒会への深
い愛情、そして一人ひとりに対するこまやかで温かなお心遣いに深く感
謝申し上げます。

これまでの多大なるご貢献を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

� 目黒会国内支部委員会委員長　中村憲一

目黒会前長野支部長・目黒会元理事

今井高介 氏
（1971年電子計算機学科入学）（享年73歳）

追　悼

■一般寄付
氏名	 卒業年次	 学科・専攻	 金額

匿名希望	 昭和45	 R	 ¥152,000
小島　宏夫	 昭和29	 学別	 ¥20,000
佐々木浩幸	 昭和60	 MS	 ¥17,000
窪寺　眞章	 昭和44	 B	 ¥10,000
中村　慎二	 	 賛助会員	 ¥10,000
大津　恵俊	 昭和45	 JM	 ¥7,000
棚網　　誠	 昭和57	 B	 ¥6,000
當山俊一郎	 平成18	 MC	 ¥6,000
斉藤　満（ご遺族）	 昭和31	 R	 ¥5,000

西田　麻美	 平成21	 DM	 ¥4,922
関根　康平	 平成10	 J	 ¥3,000
中山　満忠	 昭和39	 E	 ¥2,000
細川　　弘	 昭和45	 S	 ¥2,000
三好　敏夫	 昭和53	 JS	 ¥2,000
長坂　文夫	 昭和57	 S	 ¥2,000
野中　達也	 昭和57	 T	 ¥2,000
櫻井　章雄	 昭和61	 R	 ¥2,000
景川　晶宇	 昭和40	 T	 ¥1,000
奥田　忠久	 令和4	 MI	 ¥1,000

寄　付� 2026年4月20日現在
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橋
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之

編集後記

目黒会の諸活動は皆様の会費によって運営しております。
皆様から納入いただいた会費をもとに①社会貢献、②大学支援、③親交・
親睦に関する諸活動を展開しています。

会費は、年額3,000円、お得な5年分一括払い13,000円、10年分一括払い24,000円があ
ります。PayPalからも送金可能です。（詳細はhttps://megurokai.jp/home2/member/）
銀行振込の場合は、次の銀行口座で可能ですが、振込手数料は送金者負担になります。
三菱UFJ銀行　調布支店　普通1535011　シャ）メグロカイ
銀行振込後、目黒会公式サイトの会費納入方法内の「お振込み情報フォーム」から振込情報
をお知らせください。

会費納入時期となりました同窓生の方の宛名台紙に赤色の払込取扱票をお付けしておりま
す。払込取扱票が付いておりましたら会費納入にご協力をお願い申し上げます。
会費納入時期に関するお問い合わせはinfo@megurokai.jpまでお願いいたします。

会費納入のご案内

電気通信大学同窓会

一般社団法人 目黒会
〒182-0021 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1電気通信大学内
TEL:042-482-3812　FAX:042-482-3845
E-mail：info@megurokai.jp
発行日　2026年6月15日
発行人　目黒会
編集人　高橋真之

※本誌の記事を無断で転載することを禁じます。

目黒会・広報委員会、本誌へのご意見・ご要望を
お寄せください。

委員長　高橋　真之

副委員長　中里　明子

委　員

横川　慎二
島崎　俊介
宮本久仁男（アドバイザー）

宮坂　　純（事務局）

宮本　美則（事務局長）

広報委員会委員名

�（2026年5月現在）

https://megurokai.jp/home2/member/
mailto:info@megurokai.jp

	表紙
	目次
	P1	特集　未来を創る、歴史を繋ぐ

　　　　UECコミュニケーションミュージアム別館の開館に寄せて
	P5	会長挨拶　目黒会2026年度の活動について

　　　　一般社団法人 目黒会 会長　森　淳
	P7	羅針盤　学長就任のご挨拶

　　　　変化の時代に、電気通信大学の強みを未来へつなぐ

　　　　電気通信大学長　村松 正和
	P9　　 学長退任ご挨拶  ―退職に当たって―

　　　　前 電気通信大学長　田野 俊一
	P10　　2026年度 支部総会のご案内
	P12　　第83回定時総会開催報告
	P13     2026年 電気通信大学同窓会賞
	P14	Unique & Exciting 研究編 

        宮本友樹研究室  工学研究の立場から人と対話AIの良い関係性とは何かを考える
	P16	Unique & Exciting 研究編

        村松大陸研究室  生体と電磁波の相互作用が拓く新領域
	P18	Unique & Exciting 研究編

	谷口淳子研究室  低次元系における量子物性の研究
	P20	Unique & Exciting キャリア編

   　　ラジオ制作（ディレクター・プロデューサー）と技術評論家の二刀流人生
	P22	Unique & Exciting キャリア編

        電通大研究室から世界の映画祭へ挑戦!!
	P24	同窓会賞受賞者から在学生に贈る言葉
	P25	令和7年度 目黒会賞受賞者一覧
	P26　　 御退任記念祝賀会
	P27　　 退任のご挨拶

         三瓶嚴一／安井正憲／笠原（竹田）ゆう子
	P29	目黒会グループ会のご案内
	P30     グループ会報告　美濃島・浅原・加藤研究室同窓会
	P31	グループ会報告　 73Eクラス会
	P32	グループ会報告　UEC73R同窓会
	P33     会員活動紹介 お役立ち情報
	P34	メッセージ（近況報告）
	P35　　トピックス 『紅葉・イルミネーション大賞』報告
	P38     一般社団法人目黒会 代議員選挙のお知らせ
	P39     電通大研究設備の外部共用のご案内（ARIM事業）
	P39	会員サービスのご案内
	P40    第13回 電気通信大学ホームカミングデー開催のご案内
	P40　　電気通信大学　鳥人間サークルU.E.C.wings
	P41	スマートテクノロジーフォーラム（STF）2026

　　　　講演会開催のお知らせ
	P41　　第76回調布祭開催のお知らせ
	P42    会費改定に関する大切なお知らせ
	P42    同窓会誌1号の配布範囲見直しに関する大切なお知らせ
	P43	寄付／追悼
	P44	編集後記・会費納入のご案内



